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今週のキーワード

ウェアラブル進化
血糖・ケトン同時、非接触、長期化で健康管理を革新

31
件

記事数

8
カ国

対象国

39.5
%

治療時間短縮

29.2
%

ED滞在短縮

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模

データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#01
血糖・ケトン同時CGM

承認
新製品

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

FDAが血糖・ケトン同時モニタリングCGMと小児向け

OTC

CGMを承認、糖尿病ケアのパラダイムシフトを加速。

#02
ハイドロゲル・ナノ複

合センサー
学術論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

ハイドロゲルとナノ材料を統合したウェアラブルバイ

オセンサーのレビュー。生体適合性、伸縮性、長期安

定性が鍵。

#03
AIマイクロ流体細胞分

類
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

AI支援マイクロ流体光散乱イメージングがリンパ腫細

胞をラベルフリーで94.75%の精度で分類、がん診断

を革新。

#04
AI食用センサーで食品

安全
解説記事

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

スマートバイオセンシングパッケージとAI統合型食用

センサーが食品安全モニタリングを革新し、食品廃棄

物削減に貢献。

#05
POCTで救急医療効率

化
学術論文

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

救急部門でのPOCT導入が治療決定時間を39.5%、滞

在期間を29.2%短縮し、医療効率と患者ケアを向上。

#06
MOF機能性センサーコ

ーティング
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

MDPIがMOFを機能性コーティングに活用したバイオセ

ンサーの進歩をレビュー、感度・安定性向上に貢献。

#07
THzがんバイオマーカ

ー検出
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

テラヘルツバイオフォトニクスとメタマテリアルセン

サーが肝臓がんバイオマーカー検出に成功、AI/6G統

合で精密医療を革新。

#08
AIバイオプリンティン

グセンサー
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

AI支援バイオプリンティングによるウェアラブルバイ

オセンサー開発のレビュー。設計からデータ解釈まで

AI活用でパーソナルヘルスケア加速。

#09
SERS単一細胞分析ナノ

チューブ
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

DTU研究がSERSに基づくナノ・マイクロシステム技術

を推進、磁気誘導ナノチューブで単一細胞分析の超高

感度検出を実現。

#10
マイクロ流体NK細胞解

析
学術論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

PMCがマイクロ流体ツールによるNK細胞生物学研究の

進歩をレビュー、シングルセル解析から3Dシステムま

でがん免疫療法に貢献。

#11
PICAのセンサー回路製

造
製品紹介

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

PICAがウェアラブル・環境用途向けバイオセンサーの

高精度PCB・フレキシブル回路製造ソリューションを

提供開始。

#12 21日間持続汗センサー 解説記事
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

次世代汗センサーがin-situ再生技術で最大21日間持続

、多種バイオマーカーを追跡し「連続ヘルスラボ」に

変革。

#13 ねじれた光で疾患検出 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

アデレード大学が「ねじれた光」技術を開発、微量サ

ンプルからの疾患早期検出を高速・高感度化しPOCT

を推進。
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# 記事タイトル 種別
技術

新規性
実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度

一行サマリ

#14
Appleが非接触生体磁

気買収
企業戦略

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

Appleが皮膚非接触で脳・筋肉活動を検出するSonera

の生体磁気チップ技術を買収、Apple

Watchのヘルスモニタリングを革新。

#15
診断学革新：4技術統

合
解説記事

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

シングルセル解析、マイクロ流体、バイオセンサー、

AIの統合が診断学を革新し、迅速・精密な分散型・遠

隔診断を実現。

#16 ウェアラブル人材育成 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

カルガリー大学がウェアラブルセンサー開発向け大学

院プログラム「We-TRAC」を始動、スポーツ・怪我

予防・健康モニタリング分野の人材育成を推進。

#17
AbbottがCGM特許で

勝訴
市場危機

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Abbottが統一特許裁判所でSiBioのCGMシステムに対

する仮差し止め命令を獲得、CGM市場の知財紛争が激

化。

#18
アボットLibre Duo

FDA承認
新製品

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

アボットが世界初のウェアラブル血糖・ケトン同時モ

ニタリングシステム「Libre

Duo」のFDA承認を取得、糖尿病ケアを革新。

#19
デクスコムStelo小児O

TC承認
新製品

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

デクスコムの「Steloシステム」が小児向け初の処方

箋不要OTC CGMとしてFDA承認、糖尿病管理技術のア

クセス性を拡大。

#20
スマートリング多項目

汗センサー
技術開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

UC San Diegoがスマートリング「CHARM」を開発、

汗から血糖値など最大4種類のバイオマーカーを継続

モニタリング。

#21
多項目汗センサーパッ

チ
技術開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

米企業と南洋理工大が汗から数十種類のバイオマーカ

ーを継続モニタリングするウェアラブルパッチを開発

、AI統合で予防医療を推進。

#22
糖尿病技術5大トレン

ド
市場概観

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

2026年の糖尿病テクノロジーは長期持続型CGM、OT

C展開、血糖・ケトン同時モニタリングが主要トレン

ド。

#23 SERSゲオスミン検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

再利用可能なSERS活性多孔質シリコンマイクロアレイ

が環境水中のゲオスミンを超高感度で30分以内に検出

、GC-MS/MSに匹敵。

#24
汗ベースウェアラブル

レビュー
学術論文

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

MDPIが皮膚装着型ウェアラブル健康モニタリングデバ

イスの最新動向をレビュー、汗ベースの生化学センサ

ーに焦点。

#25
ナノセンサー食品安全

診断
学術論文

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ナノテクノロジーが食品安全診断を革新、ナノセンサ

ーとナノ材料を用いた食中毒菌検出の進歩をレビュー

。

#26
量子センサー在宅病原

体検出
技術開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Thrive Precision Health Instituteが量子バイオセンサ

ーを開発、費用対効果の高い高精度な在宅病原体検出

とAI分析を実現。

#27
ハイブリッドSPR重金

属検出
学術論文

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

MDPIがAg-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハイブリッドS

PRチップを開発、水中の重金属イオンを超高感度で検

出。

#28
FDA画期デバイス指定

とセンサー
企業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Beyond Air社の肺疾患治療デバイスがFDA画期的なデ

バイス指定を取得、簡易型バイオセンサー製造技術が

臓器移植改善に貢献。

#29 ロシュPOC診断強化 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

ロシュ・ダイアグノスティックスがPOC診断ソリュー

ションポートフォリオを強化、多様な医療現場で迅速

・正確な診断を提供。

#30 Biosensors誌9月号 学術論文
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

学術誌「Biosensors」2026年9月号に30論文掲載、

バイオセンシング技術の統合システム進化を示す。

#31
COVID-19ワクチンFD

A承認
新製品

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

FDAがファイザー・バイオンテック社の2026-27年シ

ーズン向けXFG適応型COVID-19ワクチンを承認、ウ

イルス進化に対応。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low ¦ 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶

ウェアラブルセンサーの多機能化・長期化・非接触化は、自社の製品ロードマップにどう影響するか？

Abbottの血糖・ケトン同時CGM (#01) やAppleの非接触生体磁気センサー買収 (#14)、21日間持続汗センサー (#12)

など、ウェアラブルセンサーは機能と利便性を急速に向上させています。自社の製品開発や材料供給戦略は、この進化に

対応できていますか？

❷ AIとマイクロ流体・ナノ材料の融合による診断技術の進化は、既存の診断ビジネスを陳腐化させない

か？

AI支援のリンパ腫細胞分類 (#03) やテラヘルツがんバイオマーカー検出

(#07)、量子バイオセンサーによる在宅病原体検出 (#26) など、AIと先端材料・デバイス技術の融合が診断精度と速度を

劇的に高めています。既存の検査・診断サービスは競争力を維持できますか？

❸ FDA承認や特許紛争など、市場競争の激化に対し、自社の知財戦略は十分か？

AbbottのLibre Duo承認 (#01, #18) やDexcom SteloのOTC承認 (#19)

は市場拡大を意味しますが、同時にAbbottとSiBio間の特許紛争 (#17) が示すように、知財を巡る競争も激化しています

。グローバル市場での競争優位性を確保するための知財戦略は盤石ですか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CGM進化Apple非接触

精密診断AIウェアラブル材

環境・食品

POCT普及

CGM特許

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CGM進化 注意 ウェアラブル市場拡大、新材料・部品需要 既存診断法陳腐化、海外勢寡占

● Apple非接触 注意 非接触センサー部品供給、新技術連携 競合激化、技術標準化の主導権

● 精密診断AI 注意 AI/ML、マイクロ流体、ナノ材料開発 診断技術の急速な変化、研究開発投資

● ウェアラブル材 機会大 柔軟材料、バイオインク、長期安定化技術 新規参入、技術変化への対応

● 環境・食品 機会大 環境モニタリング、食品安全市場 高感度・低コスト化要求
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● POCT普及 機会大 POCTデバイス、試薬、システム提供 既存検査ビジネスの縮小

● CGM特許 脅威大 知財戦略強化の機会 訴訟リスク、市場参入障壁
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深掘り ① ― 血糖・ケトン同時CGMが承認、糖尿病ケアを革新

#01 ¦ 2026/09/03 ¦ FDA News / Health Technology News ¦ 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●●

市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

米国FDAは、アボット社の「Libre Duo」を血糖値とケトン体を同時にモニタリングできる初のウェアラブルデバイス

として承認しました。これにより、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）リスクの早期発見が可能となり、患者の自己管

理を大幅に向上させます。また、Dexcomの「Stelo Glucose Biosensor System」が小児向けOTC（市販）CGMとして

初めて認可され、処方箋なしで利用可能に。これらの承認は、CGMセンサーの長期装着化、OTC化、多機能化という市

場トレンドを加速させ、糖尿病ケアのパラダイムシフトを象徴しています。

Libre Duoは10日間、Steloは15日間連続で血糖値をモニタリング可能で、リアルタイムデータとアラートを提供しま

す。特にLibre Duoのデュアルモニタリング機能は、1型糖尿病患者にとってDKA予防に不可欠なケトン体情報を非侵襲

的に提供する点で革新的です。これにより、医療システム全体の負担軽減と、広範囲の糖尿病患者のQOL向上に貢献す

ると期待されます。競合他社も類似技術開発を進めており、市場競争は激化するでしょう。

▶ 技術者の視点

【機会】血糖・ケトン同時モニタリングは、糖尿病患者のQOL向上とDKA予防に直結し、医療費削減に

も寄与する画期的な進展です。日本の医療機器メーカーや製薬企業は、このデュアルモニタリング技術

やOTC化のトレンドを捉え、関連製品の開発や導入を加速すべきです。特に、センサー材料や信号処理

技術を持つ企業には、新たな部品供給や共同開発の機会が生まれます。また、小児向けOTC化は市場を

大きく広げるため、教育プログラムやサポート体制の構築も重要です。 【脅威】海外大手企業が先行す

る中で、日本の企業が市場シェアを獲得するには、技術的な差別化と迅速な製品投入が不可欠です。既

存の血糖測定器メーカーは、CGM、特に多機能型やOTC型への移行が遅れると、市場での競争力を失う

リスクがあります。また、FDA承認という実績を持つ海外製品が日本市場に参入する可能性も高く、国

内市場の競争激化も予想されます。 【アクション】R&D;部門は、デュアルバイオマーカー検出技術、特

に非侵襲的なケトン体検出技術の研究開発を強化すべきです。経営企画部門は、OTC市場参入の可能性

と、それに伴う規制対応や流通戦略を検討し、短期的な製品ロードマップに反映させる必要があります

。

深掘り ② ― Appleが非接触生体磁気センサー技術を買収、ウェアラブルヘルスケアを革新

#14 ¦ 2026/09/08 ¦ Gotechtor ¦ 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○

日本関連度●●●●●

Appleは、皮膚に直接触れることなく脳や筋肉の活動を検出できる生体磁気チップを開発するスタートアップ企業Sone

raを買収しました。この買収は、Apple Watchのようなウェアラブルデバイスにおけるヘルスモニタリング機能を根本

的に変革する可能性を秘めています。現在の光学/電気センサーの限界を超え、義肢制御、疾患バイオマーカー検出、

スポーツパフォーマンス追跡など、これまでにない応用分野への拡大が期待されます。

Soneraの技術は、微弱な生体磁場を高感度センサーと高度な信号処理で検出するもので、従来の接触型センサーに比べ

て快適で連続的なモニタリングを可能にします。これにより、睡眠中の脳活動、運動中の筋肉疲労、神経疾患の兆候な

どを非侵襲的に捉えることが可能になります。Appleのヘルスケア分野でのリーダーシップを強化し、より高度な医療

診断・予防ツールへと製品ポートフォリオを拡大する戦略的な動きであり、ウェアラブル市場の次のフロンティアを切

り拓くものと見られています。
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▶ 技術者の視点

【機会】Appleのような巨大企業が非接触生体磁気センシングに投資することは、この技術がウェアラ

ブルヘルスケアの次なる標準となる可能性を示唆しています。日本の材料メーカーは、高感度磁気セン

サー材料（例：MRセンサー材料）や、非接触での信号伝達を可能にする新しいインターフェース材料の

開発で大きな機会を得られます。部品メーカーは、小型・低消費電力の磁気センサーモジュールや、AI

と連携した信号処理チップの開発に注力すべきです。これにより、Appleエコシステムへの部品供給や

、新たなウェアラブルデバイス開発での協業が期待できます。 【脅威】Appleがこの技術を独占し、独

自のプラットフォームを構築した場合、日本のウェアラブルメーカーや医療機器メーカーは、競合製品

の開発において不利な立場に置かれる可能性があります。また、非接触センシング技術の標準化がAppl

e主導で進む可能性もあり、その動向を注視し、自社の技術戦略を柔軟に適応させる必要があります。デ

ータのプライバシーとセキュリティに関する規制強化も、デバイス開発における重要な課題となるでし

ょう。 【アクション】R&D;部門は、非接触生体磁気センシングの基礎技術と応用可能性について、即座

に情報収集と評価を開始すべきです。経営企画部門は、Appleのヘルスケア戦略を分析し、自社のウェ

アラブル事業や医療機器事業における競合環境の変化を予測し、中長期的な戦略を策定する必要があり

ます。
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深掘り ③ ― AI支援マイクロ流体でリンパ腫細胞をラベルフリー高精度分類

#03 ¦ 2026/09/07 ¦ MDPI ¦ 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●

日本関連度●●●○○

AI（ResNet50）とマイクロ流体光散乱イメージングを統合したプラットフォームが、リンパ腫細胞のラベルフリー単

一細胞分類において94.75%という高い平均分類精度を達成しました。このシステムは、ヒトBリンパ腫とTリンパ芽球

性リンパ腫細胞を区別でき、従来の複雑で時間のかかる細胞ラベリングや準備が不要な、迅速かつ非侵襲的な診断方法

への大きな一歩です。これにより、がん診断と個別化治療の進展が期待されます。

この技術は、マイクロ流体チップ内で細胞を精密に整列させ、連続的な光散乱イメージングで細胞のユニークな「フィ

ンガープリント」を取得します。収集された膨大なイメージデータはディープラーニングモデルで自動分類され、診断

が難しい細胞サブタイプ間の微妙な差異も効果的に捉えます。サンプル準備の簡素化、分析時間の短縮、診断コスト削

減に貢献し、個別化医療や精密医療の進展において重要な意味を持ちます。

▶ 技術者の視点

【機会】AIとマイクロ流体、光散乱イメージングの融合は、がん診断におけるブレークスルーであり、

日本の医療機器メーカーやAI開発企業にとって大きな機会です。特に、ラベルフリーでの高精度分類は

、試薬コスト削減と細胞への影響最小化という点で優位性があります。マイクロ流体チップの設計・製

造技術、高感度光センサー、そしてAIアルゴリズム開発において、日本の強みを活かせる可能性があり

ます。この技術は、循環腫瘍細胞（CTC）検出や感染症診断など、幅広い生物医学応用への展開が期待

されます。 【脅威】この技術はまだ応用研究段階であり、臨床検証や実用化には数年を要すると見られ

ます。その間に海外勢が先行し、技術標準を確立する可能性があります。特に、AIモデルの学習データ

セットの質と量、そして医療現場での導入に向けた規制対応が課題となります。日本企業は、この分野

への研究開発投資を加速し、国際的な共同研究を通じて技術獲得と標準化への貢献を目指すべきです。 

【アクション】R&D;部門は、マイクロ流体デバイス、光散乱センシング、AI画像解析の各技術要素につ

いて、社内外の専門家との連携を強化し、研究開発ロードマップを再評価すべきです。経営企画部門は

、がん診断市場におけるこの技術の将来的なインパクトを評価し、新規事業機会やM&A;の可能性を検討

する必要があります。

その他の注目記事

救急部門でのPOCT導入が治療決定時間を39.5%、滞在期間を29.2%短縮することが系統的レビューで判明 (ResearchGate)

技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

POCTが救急医療の効率と患者ケアを大幅に改善する定量データ。日本の医療機関や機器メーカーは導入・開発を加速

すべき。

次世代汗センサーが皮膚パッチを最大21日間持続する「連続ヘルスラボ」に変革、多種バイオマーカーを追跡 (Nelson Advisors)

技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

in-situ再生技術により汗センサーの長期安定性が向上。ウェアラブルヘルスケアの新たな可能性を拓くが、血液との相

関検証が課題。

デクスコム、小児向け初の処方箋不要なOTC連続血糖モニタリングシステム「Stelo」を米国FDAが承認 (RadioWHAT)

技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

CGMのOTC化と小児への適用拡大は、糖尿病管理市場を大きく広げる。日本の医療機器メーカーは市場動向を注視すべ

き。

2026年糖尿病テクノロジーの5大トレンド：長期持続型CGM、OTC展開、多機能モニタリングが進化 (DiabeticSupplieInc.com)

技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

CGMの長期化、OTC化、多機能化は糖尿病ケアの不可逆的なトレンド。自社の製品戦略にどう組み込むか検討が急務。

環境水中のゲオスミンを超高感度で検出：再利用可能なSERS活性多孔質シリコンマイクロアレイが30分でGC-MS/MSに匹敵する性能 (ACS Publications)
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技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

ポータブルで再利用可能なSERSマイクロアレイは、水質汚染物質の現場迅速検出に革新をもたらす。環境センサー分野

の機会。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）

• 【R&D;】#01, #14, #03, #12, #13, #20, #21, #26, #27 などの技術新規性の高い記事について、関連する

研究開発テーマの有無を確認し、競合動向を調査。特にAI・ナノ材料・マイクロ流体の融合技術は要注目。

• 【経営企画】#01, #14, #17, #18, #19, #22

の市場動向記事を精査し、自社の事業戦略への影響を評価。特にCGM市場の拡大と知財紛争は重要。

▍短期（1ヶ月）

• 【材料・素材メーカー】#02, #06, #08, #11, #24 のウェアラブルセンサー材料・製造技術に関するレビュー

を詳細に分析し、自社の材料技術や製造プロセスとのシナジーを検討。ハイドロゲル、ナノ材料、バイオプリン

ティング、フレキシブル回路に注目。

• 【医療機器メーカー】#05, #29 のPOCT関連記事を参考に、医療現場でのPOCT導入状況とサプライヤー動向

を調査。自社製品への組み込みや、新たな調達先の可能性を検討。

▍中長期（四半期～）

• 【事業開発】#04, #23, #25, #27 の環境・食品安全分野におけるバイオセンサー技術の動向を継続的に追跡

し、新規事業参入の可能性を検討。特に高感度・リアルタイム検出技術は重要。

• 【知財部門】#17 のCGM特許紛争事例を詳細に分析し、自社の知財ポートフォリオの強化策、特に海外市場で

の特許戦略を見直す。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 ¦ Gemini API + Claude ¦ 2026-09-12
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収録記事一覧

#01 FDA、小児向けDexcom Stelo OTC CGMを承認、初のウェアラブル血糖・ケトン同時モニタリ

ングシステムも認可

#02 MDPI、ハイドロゲルとナノ材料統合型ウェアラブルバイオセンサーのリアルタイム生体医療モニ

タリングに関する包括的レビューを発表

#03 AI支援マイクロ流体光散乱イメージングがリンパ腫細胞のラベルフリー単一細胞分類で94.75%の

精度を達成

#04 スマートバイオセンシングパッケージとAI統合型食用センサーが食品安全モニタリングに革命

#05 救急部門でのPOCT導入が治療決定時間を39.5%、滞在期間を29.2%短縮することが系統的レビ

ューで判明

#06 MDPIがMOFを機能性コーティングに活用したバイオセンサー構築の最新進歩を詳説、感度・安

定性を向上

#07 テラヘルツバイオフォトニクスが肝臓がんバイオマーカー検出向けメタマテリアルセンサー開発

を推進し、疾患診断と精密医療を革新

#08 ResearchGateがAI支援バイオプリンティングによるウェアラブルバイオセンサー製造戦略をレ

ビュー、設計からデータ解釈までAI活用を解説

#09 DTU研究がSERSに基づくナノ・マイクロシステム技術を推進、単一細胞分析向け磁気誘導ナノチ

ューブを開発

#10 PMCが、シングルセル解析から3Dマイクロ生理システムまで、NK細胞生物学を解明するマイク

ロ流体ツールを包括的にレビュー

#11 PICAがウェアラブル・環境用途向けバイオセンサーPCB・フレキシブル回路製造で高精度・高信

頼性ソリューションを提供

#12 次世代汗センサーが皮膚パッチを最大21日間持続する「連続ヘルスラボ」に変革、多種バイオマ

ーカーを追跡

#13 アデレード大学、「ねじれた光」技術で微量サンプルからの疾患早期検出を高速化・高感度化

#14 Apple、皮膚非接触で脳・筋肉活動を検出するSoneraの生体磁気チップ技術を買収し、Apple

Watchなどウェアラブルのヘルスモニタリングを革新

#15 シングルセル解析、マイクロ流体、バイオセンサー、AIが診断学の革新を牽引し、より迅速・精

密な検出を実現

#16 カルガリー大学、ウェアラブルセンサー開発向け「We-TRAC」大学院プログラムを始動し、ス

ポーツ・怪我予防・健康モニタリングを推進

#17 Abbott、統一特許裁判所にてSiBioのGS3-R CGMシステムに対する広範な仮差し止め命令を獲

得し、CGM市場の知財紛争を浮き彫りに



#18 アボット、米国で世界初のウェアラブル血糖・ケトン同時モニタリングシステム「Libre Duo」

のFDA承認を取得

#19 デクスコム、小児向け初の処方箋不要なOTC連続血糖モニタリングシステム「Stelo」を米国

FDAが承認

#20 カリフォルニア大学サンディエゴ校が開発したスマートリング「CHARM」、汗から複数のバイオ

マーカーを継続追跡

#21 米テクノロジー企業とシンガポール南洋理工大学が開発：汗から数十種類のバイオマーカーを継

続モニタリングするウェアラブルパッチ

#22 2026年糖尿病テクノロジーの5大トレンド：長期持続型CGM、OTC展開、多機能モニタリング

が進化

#23 環境水中のゲオスミンを超高感度で検出：再利用可能なSERS活性多孔質シリコンマイクロアレイ

が30分でGC-MS/MSに匹敵する性能

#24 MDPIが皮膚装着型ウェアラブル健康モニタリングデバイスの最新動向をレビュー：汗ベースの生

化学センサーに焦点

#25 ナノテクノロジーが食品安全診断を革新：ナノセンサーとナノ材料を用いた食中毒菌検出の進歩を

レビュー

#26 Thrive Precision Health Instituteが量子バイオセンサーで費用対効果の高い高精度な在宅病原

体検出を実現

#27 MDPIが開発：Ag-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハイブリッドSPRチップが水中の重金属イオン混合

物を超高感度で検出

#28 Beyond Air社の肺疾患治療デバイスがFDA画期的なデバイス指定を取得：簡易型バイオセンサー

製造技術が臓器移植改善へ

#29 ロシュ・ダイアグノスティックス、多様な医療現場向けに包括的なポイントオブケア診断ソリュー

ションポートフォリオを強化

#30 学術誌「Biosensors」2026年9月号、バイオセンシング技術の統合システム進化を示す30論文

を掲載

#31 FDA、ファイザー・バイオンテック社の2026-27年シーズン向けXFG適応型COVID-19ワクチン

を承認



#01 FDA、小児向けDexcom Stelo OTC CGMを承

認、初のウェアラブル血糖・ケトン同時モニタリングシス

テムも認可

概要

米国FDAは、血糖値とケトン体の両方を継続的にモニタリングできる初のウェアラブ

ルデバイス（Abbott Libre Duo、2歳以上向け10日間システム）を承認し、糖尿病性

ケトアシドーシス（DKA）リスクの早期発見に重要な影響を与えます。さらに、

DexcomのStelo Glucose Biosensor Systemが、市販（OTC）の持続血糖モニタリ

ング（CGM）システムとして初めて、2歳から18歳までの小児向けに認可されました

（以前は18歳以上の成人向けに承認済み）。これらの承認により、処方箋なしでのリ

アルタイムデータ収集が可能となり、CGMセンサーの長期装着化の傾向が加速しま

す。これにより、広範囲の糖尿病患者が自己管理を改善し、医療システム全体の負担

軽減が期待されます。

公開日 2026年09月03日  FDA News / Health Technology News (統合情報)  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、2026年9月3日に、アボット社製「Libre Duo」を、血

糖値とケトン体の両方を同時に継続的にモニタリングできる初のウェアラブルデバイス

として承認しました。この10日間システムは2歳以上の患者が対象であり、糖尿病性ケ

トアシドーシス（DKA）のような重篤な合併症の早期発見に大きく貢献すると期待され

ています。また、Dexcom社の「Stelo Glucose Biosensor System」は、成人向けに

続いて、2歳から18歳までの小児向けに市販（OTC）の持続血糖モニタリング（CGM）

システムとして初めて認可されました。これらの承認は、CGM技術のアクセス性を飛躍

的に向上させ、より広範な患者群への普及を促進する画期的な進展です。

技術・臨床詳細

Abbott Libre Duoは、皮膚に装着する小型センサーを通じて、間質液中のグルコース

とケトン体の両方をリアルタイムで測定します。これにより、血糖値の異常だけでな

く、特に1型糖尿病患者にとって危険なDKAのリスク因子であるケトン体の蓄積を早期

に警告できる点が革新的です。従来のCGMは血糖値のみを対象としていましたが、デ

ュアルモニタリング機能により、患者はより包括的な生体情報に基づいてインスリン投

与や生活習慣の調整を行えるようになります。Dexcom Steloは、小児患者に処方箋な

しで利用可能な初めてのOTC CGMであり、頻繁な指先穿刺を不要にし、ゲームや運動

中の血糖変動をリアルタイムで視覚化することで、小児期からの糖尿病管理の質を向上

させます。このデバイスは、高精度な血糖データを提供し、保護者や医療従事者がより

適切な治療介入を行うことを可能にします。

背景・業界文脈

近年、持続血糖モニタリング市場は急速に拡大しており、より小型化、高精度化、そし

て簡便なアクセスが求められていました。今回のFDA承認は、この市場の主要なトレン

ドを反映しており、特に糖尿病患者が自宅や学校、外出先で自己管理を行う上で大きな

メリットをもたらします。OTC販売は、医療機関へのアクセスが困難な地域や、初期段

階の糖尿病患者、あるいは予防的モニタリングを希望する人々にとって、医療費負担の

軽減と利便性の向上に繋がります。競合他社も類似の技術開発を進めており、デュアル

バイオマーカーモニタリングやOTC販売の動きは、今後の市場競争を激化させるととも

に、ウェアラブルバイオセンサー技術全体の進化を加速させるでしょう。



今後の展望

これらの承認は、糖尿病管理のパラダイムシフトを象徴しています。デュアルモニタリ

ング技術は、DKAの入院率を減少させ、より積極的な疾病管理を可能にすることで、公

衆衛生に大きな影響を与える可能性があります。また、OTC CGMの普及は、健康管理

における消費者主導の動きを強化し、予防医療や早期介入の機会を広げます。将来的に

は、これらのセンサーデータがAIや機械学習アルゴリズムと統合され、個別化された治

療勧告や予測的な健康アラートを提供することで、糖尿病ケアはさらなる進化を遂げる

でしょう。デバイスの小型化、装着期間の長期化、多機能化は今後も継続し、慢性疾患

管理におけるウェアラブルバイオセンサーの役割はますます重要になると考えられま

す。

元記事: #

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#02 MDPI、ハイドロゲルとナノ材料統合型ウェアラブル

バイオセンサーのリアルタイム生体医療モニタリングに関

する包括的レビューを発表

概要

MDPIが公開した最新レビュー論文は、ハイドロゲルと多様なナノ材料（グラフェン、

カーボンナノチューブ、MXeneなど）を統合したウェアラブルバイオセンサーの、リ

アルタイム生体医療モニタリングにおける進歩を詳細に分析しています。本レビュー

は、軟質生体インターフェース、高感度な信号変換、ワイヤレスデータ接続、IoT統合

プラットフォームに焦点を当て、汗などの生体液中のバイオマーカー検出における生体

適合性、伸縮性、長期安定性の重要性を強調しています。この技術は、個別化医療と

疾病の早期診断に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年09月11日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

2026年9月11日、MDPIが発表したレビュー論文は、ハイドロゲルと様々なナノ材料

（グラフェン、カーボンナノチューブ、MXene、金属ナノ粒子など）を統合したウェア

ラブルバイオセンサーが、リアルタイム生体医療モニタリングにおいて達成した画期的

な進歩を詳細に報告しています。このレビューは、生体適合性、伸縮性、そして長期間

の安定性を備えたセンサーの設計と応用を包括的に分析し、特に軟質な生体インターフ

ェース、高感度な信号変換メカニズム、ワイヤレスデータ接続、そしてIoT（モノのイ

ンターネット）に接続されたシステムレベルの統合に焦点を当てています。これによ

り、汗、涙、唾液などの非侵襲的な生体液から、グルコース、乳酸、コルチゾール、電

解質といった多様なバイオマーカーを高精度に検出できる可能性が示されています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、ハイドロゲルが持つ高い生体適合性、水和性、および多孔質構造

が、ナノ材料を効果的に分散させ、生体液中の分析物と効率的に相互作用するための理

想的なマトリックスとして機能することが強調されています。特に、グラフェン、カー

ボンナノチューブ、MXeneのような2次元ナノ材料は、その優れた導電性、高い表面

積、および機械的強度により、電気化学的、光学的な信号変換を大幅に強化します。こ

れらの材料をハイドゲルに組み込むことで、皮膚に密着し、身体の動きに追従する柔軟

性と伸縮性を持つセンサーが実現され、長時間の連続モニタリングが可能になります。

さらに、IoT接続システムとの統合により、収集されたデータはリアルタイムでクラウ

ドに送信され、AI/機械学習アルゴリズムによって解析されることで、パーソナライズ

された健康状態の評価や疾患の早期警告が可能となります。

背景・業界文脈

従来の生体モニタリングは、侵襲的であるか、または定期的な医療機関への訪問を必要

とすることが多く、患者の負担やリアルタイム性の欠如という課題を抱えていました。

ウェアラブルバイオセンサー技術は、これらの課題を克服し、いつでもどこでも継続的

な健康モニタリングを実現する手段として、近年急速に発展しています。特に、ハイド

ロゲルとナノ材料の組み合わせは、センサーの性能（感度、選択性、安定性）とユーザ

ーエクスペリエンス（快適性、耐久性）の両方を向上させる上で極めて重要です。この

分野の研究は、個別化医療、予防医療、そして遠隔医療の実現に向けた基盤技術とし

て、アカデミアと産業界双方から大きな注目を集めています。



今後の展望

本レビューで示された技術は、糖尿病患者の血糖値管理、アスリートのパフォーマンス

最適化、ストレスレベルのモニタリング、そして感染症やがんの早期診断など、幅広い

臨床応用において革新的な影響を与えるでしょう。特に、長期安定性とin-situ再生能力

を持つセンサーの開発は、デバイスの交換頻度を減らし、実用性を高めます。今後は、

多機能性センサーアレイの開発、データセキュリティとプライバシー保護、そして大規

模な臨床検証を通じて、これらの技術が医療現場や一般市場に広く普及することが期待

されます。AIとビッグデータ解析とのさらなる融合により、ウェアラブルバイオセンサ

ーは、個人の健康を深く理解し、最適な医療介入を可能にする「継続的な健康ラボ」と

しての役割を強化していくでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2224-2708/15/5/74

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2224-2708/15/5/74


#03 AI支援マイクロ流体光散乱イメージングがリンパ腫

細胞のラベルフリー単一細胞分類で94.75%の精度を達成

概要

研究者らは、流体力学的集束と連続的な光散乱イメージングをディープラーニング

（ResNet50）と統合したAI支援マイクロ流体プラットフォームを開発し、リンパ腫細

胞のラベルフリー単一細胞分類において94.75%という高い平均分類精度を達成しまし

た。この革新的なシステムは、ヒトBリンパ腫およびTリンパ芽球性リンパ腫細胞を区

別可能であり、インテリジェントヘルスケア分野における迅速かつ非侵襲的な単一細

胞分析の新しい道を開くものです。これにより、がん診断と個別化治療の進歩が期待

されます。

公開日 2026年09月07日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

2026年9月7日、MDPIに発表された研究により、リンパ腫細胞のラベルフリー単一細

胞分類において、AI支援マイクロ流体光散乱イメージングプラットフォームが94.75%

という高い平均分類精度を達成したことが明らかになりました。このシステムは、流体

力学的集束、連続光散乱イメージング、および高度なディープラーニングモデル

（ResNet50）を統合することで、ヒトBリンパ腫細胞とTリンパ芽球性リンパ腫細胞を

正確に識別することに成功しました。これは、従来の複雑で時間のかかる細胞ラベリン

グや準備が不要な、迅速かつ非侵襲的な診断方法への大きな一歩です。

技術・臨床詳細

このプラットフォームは、まずマイクロ流体チップ内で流体力学的集束技術を利用し、

個々の細胞を精密に整列させ、光散乱検出領域へと導きます。その後、連続的な光散乱

イメージングによって、各細胞から生成される散乱光のパターンをリアルタイムで取得

します。この散乱光パターンは、細胞の形態、内部構造、および光学特性に関するユニ

ークな「フィンガープリント」を提供します。収集された膨大なイメージデータは、事

前に訓練されたディープラーニングモデルであるResNet50に入力され、細胞の種類を

自動的に分類します。実験では、ヒトBリンパ腫細胞株とTリンパ芽球性リンパ腫細胞株

を用いて検証され、分類精度は平均で94.75%に達しました。特に、診断が難しいとさ

れる細胞サブタイプ間の微妙な差異も、このシステムは効果的に捉えることができま

す。

背景・業界文脈

リンパ腫の正確な診断と効果的な治療法の選択は、病型に応じた詳細な細胞分析に大き

く依存します。従来の診断手法は、蛍光標識抗体を用いたフローサイトメトリーや免疫

組織化学などが主流であり、これらは細胞の準備に時間を要し、専門的な試薬や装置が

必要です。また、細胞にラベルを付けること自体が細胞の生理学的状態に影響を与える

可能性も指摘されていました。本研究で開発されたラベルフリーの単一細胞分類システ

ムは、これらの課題を克服し、サンプル準備の簡素化、分析時間の短縮、および診断コ

ストの削減に貢献します。さらに、非侵襲的であるため、細胞本来の特性を保持したま

ま分析できるという利点も持ちます。これは、個別化医療や精密医療の進展において重

要な意味を持ちます。



今後の展望

このAI支援マイクロ流体光散乱イメージングプラットフォームは、リンパ腫診断の迅速

化と高精度化に直接貢献するだけでなく、他の種類のがん細胞や循環腫瘍細胞（CTC）

の検出、さらには感染症の診断や薬剤スクリーニングなど、広範な生物医学応用への展

開が期待されます。特に、単一細胞レベルでの詳細な分析能力は、がんの不均一性を理

解し、個別化された治療戦略を開発するための貴重な情報を提供します。将来的には、

この技術がポイントオブケア（POCT）デバイスとして小型化され、クリニックや遠隔

地での迅速診断に利用される可能性も考えられます。さらなる研究により、さまざまな

疾患の早期発見とモニタリングにおけるその可能性が解明されるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/9/500

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/9/500


#04 スマートバイオセンシングパッケージとAI統合型食

用センサーが食品安全モニタリングに革命

概要

このレビュー記事は、スマートバイオセンシングパッケージとAI統合型食用センサー

が、食品安全のリアルタイム、動的、非侵襲的モニタリングにおいて画期的な進歩を

遂げていることを強調しています。これらのシステムは、機能性材料に埋め込まれた

バイオセンサーを用いてpH、揮発性有機化合物（VOCs）、微生物活性といった腐敗指

標を検出し、AI/機械学習を統合することで予測分析と早期汚染検出を可能にします。

これにより、食品サプライチェーン全体の安全性と品質保証が大幅に向上し、食品廃

棄物の削減にも貢献します。

公開日 2026年09月03日  Research Communities  国際



詳細

主要成果

2026年9月3日にResearch Communitiesで公開されたレビューは、スマートバイオ

センシングパッケージと人工知能（AI）統合型食用センサーが、食品安全モニタリング

の分野でパラダイムシフトをもたらしていることを強調しています。この革新的なアプ

ローチにより、食品の品質と安全性をリアルタイムで、動的かつ非侵襲的に監視するこ

とが可能になりました。これらのシステムは、機能性材料に埋め込まれたバイオセンサ

ーを使用して、pH、揮発性有機化合物（VOCs）、微生物活性などの腐敗指標を高精度

で検出し、AIや機械学習アルゴリズムを統合することで、予測分析と早期汚染検出を実

現します。

技術・臨床詳細

スマートバイオセンシングパッケージは、食品の保存期間全体にわたってその状態を監

視するために、さまざまなセンサー技術を利用します。これには、pH変化を検出する

pHセンサー、特定のガスや匂いを感知するガスセンサー、病原菌の存在を示す微生物

センサーなどが含まれます。食用センサーは、生分解性または消費可能な材料から作ら

れ、食品自体に直接組み込むことができ、消費者が食品を開封する前にその鮮度や安全

性を確認できるようにします。AIと機械学習は、これらのセンサーから収集された膨大

なデータを解析し、パターンを特定し、食品の劣化や汚染のリスクを予測します。例え

ば、微生物の増殖速度や特定のVOCsの濃度変化を学習することで、腐敗の初期兆候を

人間では感知できないレベルで検出できるようになります。これにより、食品の「デジ

タルツイン」を生成し、その安全履歴を追跡することが可能となります。

背景・業界文脈

従来の食品安全評価方法は、サンプリング、実験室での分析、および目視検査に大きく

依存しており、時間がかかり、コストが高く、リアルタイム性に欠けるという課題があ

りました。これにより、サプライチェーン全体での食品の劣化や汚染を見逃すリスクが

ありました。食品廃棄物の削減と消費者の信頼確保は、食品業界にとって喫緊の課題で

あり、国連の持続可能な開発目標（SDGs）にも掲げられています。スマートパッケー

ジングとAI、食用センサーの融合は、これらの課題に対する有望な解決策を提供し、食

品の鮮度と安全性をサプライチェーンのあらゆる段階で保証するための新しい基準を設

定しています。世界的に食品安全規制が強化される中、このような技術は市場での競争

優位性をもたらします。



今後の展望

この技術の普及は、食品の鮮度と安全性の透明性を高め、消費者の信頼を構築する上で

極めて重要です。AI駆動型センサーは、個々の食品パッケージの履歴を追跡し、最適化

された保存条件や流通経路を提案することで、食品廃棄物の大幅な削減に貢献する可能

性があります。将来的には、これらのセンサーシステムがより小型化、低コスト化さ

れ、多様な食品タイプに適用可能になることが期待されます。また、ブロックチェーン

技術と統合することで、食品の「Farm-to-Fork（農場から食卓まで）」のトレーサビリ

ティを完全に実現し、食品偽装や汚染問題に対する強力な解決策となるでしょう。これ

は、持続可能でインテリジェントな食品安全エコシステムの構築に向けた重要な一歩と

なります。

元記事: https://communities.springernature.com/posts/smart-biosensing-packaging-and-

artificial-intelligence-integrated-edible-sensors-for-detecting-shelf-life-a-paradigm-shift-in-

real-time-food-safety-monitoring

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://communities.springernature.com/posts/smart-biosensing-packaging-and-artificial-intelligence-integrated-edible-sensors-for-detecting-shelf-life-a-paradigm-shift-in-real-time-food-safety-monitoring
https://communities.springernature.com/posts/smart-biosensing-packaging-and-artificial-intelligence-integrated-edible-sensors-for-detecting-shelf-life-a-paradigm-shift-in-real-time-food-safety-monitoring
https://communities.springernature.com/posts/smart-biosensing-packaging-and-artificial-intelligence-integrated-edible-sensors-for-detecting-shelf-life-a-paradigm-shift-in-real-time-food-safety-monitoring


#05 救急部門でのPOCT導入が治療決定時間を39.5%、

滞在期間を29.2%短縮することが系統的レビューで判明

概要

2026年9月9日にResearchGateで発表された系統的レビューによると、救急部門

（ED）でのポイントオブケア検査（POCT）の導入は、検査のターンアラウンドタイ

ムを大幅に短縮し、治療決定までの時間を39.5%短縮することが明らかになりまし

た。さらに、患者の全体的なED滞在期間を29.2%短縮し、主要な臨床転帰に悪影響を

与えることなく、より迅速な臨床意思決定を可能にすることが示されています。この

結果は、POCTが救急医療における効率性と患者ケアの質を向上させる強力なツール

であることを裏付けています。

公開日 2026年09月09日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

2026年9月9日、ResearchGateで公開された系統的レビューは、救急部門（ED）に

おけるポイントオブケア検査（POCT）の導入が、患者ケアの効率と質に劇的な改善を

もたらすことを明確に示しました。このレビューの主要な発見は、POCTが検査のター

ンアラウンドタイムを大幅に短縮するだけでなく、治療決定までの時間を平均で39.5%

短縮することです。さらに、POCTは患者の全体的なED滞在期間を29.2%短縮し、重

要なことに、主要な臨床転帰に悪影響を与えることなくこれらの効果を達成することが

確認されました。これにより、POCTは救急医療の迅速化と最適化において不可欠なツ

ールであることが裏付けられました。

技術・臨床詳細

この系統的レビューは、POCTデバイスが臨床的有効性、安全性、経済性の観点からど

のように評価されたかを分析しました。POCTは、血液ガス分析、電解質測定、心筋マ

ーカー、感染症迅速診断など、幅広い検査項目をED内で、または患者のベッドサイド

で迅速に提供します。これにより、中央検査室への検体輸送、検査待ち、結果報告にか

かる時間が大幅に削減されます。例えば、心筋梗塞が疑われる患者では、POCTによる

トロポニン測定が数分で結果を出し、治療開始までの時間を短縮することで、心筋損傷

の拡大を防ぐことができます。レビューでは、POCTを導入したEDでは、平均滞在期間

が従来のシステムと比較して有意に短縮されたことが統計的に示されており、これは患

者満足度の向上とEDの混雑緩和に直結します。安全性についても、誤診や治療遅延の

増加は見られず、POCTの信頼性が強調されています。

背景・業界文脈

救急部門は、重症度の高い患者が集中し、迅速な診断と治療が求められる一方で、検査

待ち時間やベッドの回転率の低さが課題となっています。このような状況下で、POCT

技術は、検査結果を迅速に提供し、医療従事者がよりタイムリーな臨床判断を下すこと

を可能にするため、ますます注目されています。グローバルな医療システムでは、患者

中心のケアとコスト効率の向上が強く求められており、POCTはこれらの目標達成に貢

献する重要な手段とされています。特に、遠隔地やリソースの限られた環境では、

POCTが診断能力を向上させ、医療アクセスの格差を是正する役割も果たします。



今後の展望

POCTは、救急医療の効率性と患者ケアの質を向上させる上で、今後もその重要性を増

していくでしょう。将来的に、さらに高度なバイオセンサーとAI技術を統合したPOCT

デバイスが開発されることで、より複雑な診断もED内で迅速に実行可能になることが期

待されます。これにより、診断の精度が向上し、治療の個別化がさらに進むでしょう。

また、POCTデータの電子カルテシステムとのシームレスな統合は、情報共有を効率化

し、医療エラーのリスクを低減します。この技術の継続的な発展は、救急医療だけでな

く、プライマリケアや在宅医療においても、より迅速で質の高い診断サービスを提供す

るための基盤を築くことになるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGnQT2VxFKfu_2hTCTHdyA1qkHQfARbumpAd0folnRRTYEjLDPvCfiMh3_odDUcLi

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGnQT2VxFKfu_2hTCTHdyA1qkHQfARbumpAd0folnRRTYEjLDPvCfiMh3_odDUcLiA92w9VnalhnFgpSrQckb_wcZDaLejM2HVS5ixuaVLGUL_NY9TIDW1N5wLvY1JZJgmDHNWA9XeN4Ew_u1PQP3oIaghic2N9py1U5Ugt5UtowvxGwCWtV510ZewchYzGkyzqRd47vnx1YEkzmzGj5C8S2aWPx73He12mwJzBA8fnPePt7xDxP0E3_OIvWTDtlwlwDUEKW86P0zfjZESavVyu4siAQD4kxe6Py7dM2CEVQOA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGnQT2VxFKfu_2hTCTHdyA1qkHQfARbumpAd0folnRRTYEjLDPvCfiMh3_odDUcLiA92w9VnalhnFgpSrQckb_wcZDaLejM2HVS5ixuaVLGUL_NY9TIDW1N5wLvY1JZJgmDHNWA9XeN4Ew_u1PQP3oIaghic2N9py1U5Ugt5UtowvxGwCWtV510ZewchYzGkyzqRd47vnx1YEkzmzGj5C8S2aWPx73He12mwJzBA8fnPePt7xDxP0E3_OIvWTDtlwlwDUEKW86P0zfjZESavVyu4siAQD4kxe6Py7dM2CEVQOA==


#06 MDPIがMOFを機能性コーティングに活用したバイ

オセンサー構築の最新進歩を詳説、感度・安定性を向上

概要

2026年9月7日にMDPIから発表されたレビューは、バイオセンサー構築における機能

性コーティングとしての金属有機フレームワーク（MOF）の最新進歩を詳細に報告し

ています。本稿は、感度、選択性、応答速度、安定性の向上に焦点を当てた界面工学

戦略に注目。欠陥工学、MOF-on-MOFヘテロ構造構築、界面支援薄膜製造などの革新

的なアプローチが、柔軟性、小型化、埋め込み型バイオセンサーの開発を加速してい

ます。これにより、次世代の医療診断および環境モニタリングへの道が開かれます。

公開日 2026年09月07日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

2026年9月7日にMDPIで公開された最新のレビュー論文は、バイオセンサーの性能を

根本的に向上させる機能性コーティングとして、金属有機フレームワーク（MOF）の画

期的な進歩を詳述しています。本稿では、MOFを活用したセンサーの感度、選択性、応

答速度、および長期安定性を高めるための界面工学戦略に焦点を当てており、特に欠陥

工学、MOF-on-MOFヘテロ構造の構築、および界面支援薄膜製造といった革新的なア

プローチが強調されています。これらの進歩は、柔軟性、小型化された、さらには埋め

込み可能なバイオセンサーの実現を加速し、医療診断や環境モニタリングに新たな可能

性をもたらしています。

技術・臨床詳細

MOFは、金属イオンと有機配位子からなる多孔質材料であり、その高い表面積、調整

可能な細孔サイズ、および構造的多様性により、バイオセンサーの機能性コーティング

として理想的な特性を持っています。本レビューで言及されている界面工学戦略は、

MOFとセンサー基板との間の相互作用を最適化することで、分析物に対する選択的な

吸着と効率的な信号変換を可能にします。例えば、欠陥工学はMOF構造内に意図的に欠

陥を導入することで、特定のバイオマーカーに対する結合サイトを増やし、感度を劇的

に向上させます。MOF-on-MOFヘテロ構造は、異なる特性を持つMOF層を積層するこ

とで、多機能性や相乗効果的なセンシング能力を実現します。また、界面支援薄膜製造

技術により、MOFを柔軟な基板上に精密にコーティングすることが可能となり、これ

により、皮膚に密着するウェアラブルセンサーや、生体内に埋め込み可能な小型デバイ

スの開発が促進されます。これらの技術は、酵素、DNA、タンパク質などの生体分子を

高精度で検出するために不可欠です。



背景・業界文脈

バイオセンサー技術は、医療診断、環境モニタリング、食品安全など、多岐にわたる分

野で重要な役割を担っています。しかし、既存のバイオセンサーの多くは、感度の不

足、選択性の低さ、安定性の問題、または製造の複雑さといった課題を抱えていまし

た。MOFは、これらの課題に対する有望な解決策として登場し、そのユニークな特性に

より、センサープラットフォームの性能を大幅に向上させる可能性を秘めています。特

に、個別化医療や精密医療の進展に伴い、より高感度で特異的なバイオマーカー検出技

術の需要が高まっており、MOFベースのバイオセンサーは、この需要に応えるための重

要な鍵となります。

今後の展望

MOFを機能性コーティングとして利用したバイオセンサーの進歩は、将来的には、より

高精度で信頼性の高い医療診断ツールの開発に繋がるでしょう。例えば、がんの早期発

見、糖尿病患者の血糖値の継続的なモニタリング、特定の感染症の迅速な診断などが挙

げられます。また、環境分野では、水質汚染物質や大気汚染物質のリアルタイムモニタ

リングに活用される可能性があります。今後、MOFの合成方法のさらなる最適化、スケ

ールアップ製造技術の開発、および生体適合性と生体内安定性の詳細な評価が、これら

の技術の実用化を加速させる鍵となるでしょう。MOFと他のナノ材料やAI技術との融合

により、次世代のインテリジェントなバイオセンサーシステムの開発が期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6412/16/9/1065

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6412/16/9/1065


#07 テラヘルツバイオフォトニクスが肝臓がんバイオマ

ーカー検出向けメタマテリアルセンサー開発を推進し、疾

患診断と精密医療を革新

概要

2026年9月3日にChemical Engineering Journalの引用としてFacebookで紹介され

た記事は、テラヘルツ（THz）バイオセンシングが、非破壊的な分子フィンガープリン

ティング能力により、がんの早期発見や生物医学応用に有望な技術として注目されて

いることを強調しています。具体的には、マイクロ流体と統合されたTHzメタマテリア

ルバイオセンサーが肝臓がんバイオマーカーの検出に成功し、AI/MLや6G技術との統

合によるさらなる発展が期待されています。この技術は、疾患診断と精密医療の新た

な可能性を切り開きます。

公開日 2026年09月03日  Facebook (Chemical Engineering Journalからの引用)  国際



詳細

主要成果

2026年9月3日にChemical Engineering Journalの引用としてFacebookで紹介され

た記事は、テラヘルツ（THz）バイオセンシングが、がんの早期発見および広範な生物

医学応用において極めて有望な技術であることを明確に示しています。特に、その非破

壊的な分子フィンガープリンティング能力は、従来の診断法と比較してユニークな利点

を提供します。記事では、マイクロ流体技術と統合されたTHzメタマテリアルバイオセ

ンサーが、肝臓がんバイオマーカーの検出に成功した具体例が挙げられており、これが

AI/機械学習（ML）や次世代の6G通信技術との統合により、さらに発展する可能性が

強調されています。

技術・臨床詳細

テラヘルツ波は、電磁スペクトルのマイクロ波と赤外線の間に位置し、生体分子の振

動・回転遷移を検出できる独自の特性を持ちます。これにより、サンプルを破壊するこ

となく、特定の分子の「フィンガープリント」を識別することが可能です。本記事で言

及されているTHzメタマテリアルバイオセンサーは、人工的に設計された微細構造（メ

タマテリアル）を利用してTHz波と物質の相互作用を増強し、検出感度を大幅に向上さ

せます。肝臓がんバイオマーカーの検出では、このセンサーがごく微量の生体サンプル

から特異的な分子シグナルを捉え、疾患の存在を早期に示唆する能力が実証されまし

た。マイクロ流体技術との統合により、サンプル処理が自動化・小型化され、迅速かつ

高効率な分析が可能になります。また、AI/MLアルゴリズムを導入することで、複雑な

THzスペクトルデータから疾患特異的なパターンを抽出し、診断精度をさらに高めるこ

とができます。

背景・業界文脈

がんの早期発見は、治療成功率と患者の予後を大きく改善するために不可欠です。しか

し、現在の診断技術には、侵襲性、感度の不足、検出限界の高さといった課題がありま

す。THzバイオセンシングは、これらの課題を克服する可能性を秘めた次世代の診断技

術として、世界的に注目されています。特に、個別化医療の進展に伴い、より非侵襲的

で高感度なバイオマーカー検出技術の需要が高まっており、THz技術は、血液や尿など

の体液からの「リキッドバイオプシー」の精度を向上させる可能性があります。6G技術

との統合は、医療データを超高速で伝送・解析し、遠隔地での精密診断やモニタリング

を可能にする未来のヘルスケアインフラを構築する上で重要な要素となります。



今後の展望

THzバイオセンシングの進歩は、疾患診断、特にがんの早期発見において、大きなパラ

ダイムシフトをもたらす可能性を秘めています。肝臓がんバイオマーカー検出の成功

は、この技術が他の種類のがんや様々な疾患にも応用可能であることを示唆していま

す。将来的には、これらのTHzセンサーが、小型化されたポータブルデバイスとして開

発され、ポイントオブケア（POCT）診断や在宅モニタリングに利用されることが期待

されます。AI/MLおよび6G技術とのシームレスな統合により、THzバイオセンシング

は、リアルタイムで個別化された健康情報を提供し、精密医療と予防医療の実現を加速

する上で中心的な役割を果たすでしょう。研究開発は、より広範なバイオマーカーへの

適用、コスト削減、およびスケーラビリティの向上に焦点を当てて進められると予想さ

れます。

元記事: https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/were-excited-to-announce-the-

first-article-publication-in-another-special-issue-/1081353184889059/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/were-excited-to-announce-the-first-article-publication-in-another-special-issue-/1081353184889059/
https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/were-excited-to-announce-the-first-article-publication-in-another-special-issue-/1081353184889059/


#08 ResearchGateがAI支援バイオプリンティングによ

るウェアラブルバイオセンサー製造戦略をレビュー、設計

からデータ解釈までAI活用を解説

概要

2026年9月9日にResearchGateで公開されたレビューは、AI支援積層造形（バイオ

プリンティング）によるウェアラブルバイオセンサー開発の最新進捗をまとめていま

す。この論文では、AIがプレプリンティング設計からプロセス中のモニタリング、そし

てポストプリンティングの信号解釈に至るまで、開発プロセスの各段階でいかに材料

選択、製造パラメーター、品質モニタリング、および連続的・非侵襲的な生理学的・

生化学的信号の複雑なデータ解釈を最適化するかを示しています。これにより、次世

代のパーソナライズされたヘルスケアデバイスの実現が加速されます。

公開日 2026年09月09日  ResearchGate (PDF)  国際



詳細

主要成果

2026年9月9日にResearchGateで公開されたレビューは、積層造形（特にバイオプリ

ンティング）によって製造されるウェアラブルバイオセンサーの開発において、人工知

能（AI）がいかに変革的な役割を果たしているかを包括的に分析しています。この論文

の主要な成果は、AIがセンサー設計の初期段階から、製造プロセス中の品質管理、さら

にはセンサーから得られる複雑な生体信号のリアルタイム解釈に至るまで、開発ライフ

サイクル全体で最適化を推進していることを明らかにしている点です。これにより、材

料選択の効率化、製造パラメーターの精密調整、品質モニタリングの自動化、および継

続的な非侵襲的生体信号の高度なデータ解釈が可能となり、次世代のパーソナライズさ

れたヘルスケアデバイスの実現を加速しています。

技術・臨床詳細

AIは、ウェアラブルバイオセンサーのバイオプリンティングプロセスにおいて多岐にわ

たる役割を担っています。プレプリンティング段階では、AIは異なる生体インク（バイ

オインク）や基板材料の組み合わせをシミュレーションし、最適な生体適合性、導電

性、機械的特性、およびセンシング性能を持つ材料構成を予測します。これにより、試

行錯誤のプロセスが大幅に削減されます。インプロセスモニタリングでは、AI搭載のビ

ジョンシステムやセンサーが、印刷中の層の厚さ、パターンの精度、材料の均一性など

をリアルタイムで監視し、異常を検出して自動的に修正することで、製造品質の一貫性

を保証します。ポストプリンティング段階では、AI/機械学習アルゴリズムが、ウェアラ

ブルセンサーから収集される膨大な生理学的（心拍数、体温、活動量）および生化学的

（グルコース、乳酸、コルチゾール）データを解析します。これにより、個人の健康状

態の変化を正確に検出し、疾病の早期兆候を特定し、パーソナライズされた健康管理の

洞察を提供します。特に、多変量データのパターン認識と異常検出において、AIは人間

の能力をはるかに超える性能を発揮します。



背景・業界文脈

ウェアラブルバイオセンサーは、持続的な健康モニタリング、疾患の早期発見、および

個別化医療において大きな可能性を秘めていますが、その製造には、材料の複雑性、マ

イクロスケールでの精密性、および生体環境への適合性といった固有の課題が伴いま

す。バイオプリンティングは、これらの課題を克服するための有望な積層造形技術であ

り、複雑な3D構造を持つセンサーをカスタム製造することを可能にします。AIの統合

は、このバイオプリンティングプロセスの効率と精度をさらに向上させ、高度に機能的

なウェアラブルセンサーの大量生産を可能にする上で不可欠です。世界の健康・医療産

業は、非侵襲的で継続的なモニタリングソリューションへの需要が高まっており、AI支

援バイオプリンティングは、この市場の成長を牽引する主要技術の一つとして位置づけ

られています。

今後の展望

AI支援バイオプリンティングによるウェアラブルバイオセンサーは、未来のヘルスケア

において中心的な役割を果たすでしょう。今後は、さらに複雑な多機能センサーアレイ

の製造、生体統合型デバイスの開発、およびインテリジェントなフィードバックループ

を備えた閉ループシステムの実現が期待されます。例えば、血糖値に応じてインスリン

を自動的に送達する人工膵臓のようなシステムや、薬剤投与を最適化する薬物送達デバ

イスへの応用も視野に入っています。この技術は、慢性疾患の管理、アスリートのパフ

ォーマンス向上、高齢者の健康モニタリング、そして兵士の生体情報モニタリングな

ど、広範な分野で革新をもたらし、よりパーソナライズされた、予防的な医療の実現に

大きく貢献するでしょう。将来的には、これらのセンサーが生成するデータと、個人の

遺伝情報や生活習慣データが統合され、真の精密医療プラットフォームが構築される可

能性もあります。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/414058705_Bioprinting_and_artificial_intelligence_strat

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/414058705_Bioprinting_and_artificial_intelligence_strategies_for_additively_manufactured_wearable_biosensors/download


#09 DTU研究がSERSに基づくナノ・マイクロシステム

技術を推進、単一細胞分析向け磁気誘導ナノチューブを開

発

概要

2026年9月4日にDTU Research Databaseで公開された研究は、表面増強ラマン分

光法（SERS）が分子特異性と単一分子感度を提供する生物医学的・生体分析センシ

ングの変革的な分析技術であることを論じています。特に、プラズモンナノ材料と微

細加工の進歩によりSERSプラットフォームの開発が加速し、磁気誘導ナノチューブを

用いた単一細胞分析など、様々な生物医学応用が紹介されています。これにより、細

胞レベルでの超高感度な検出が可能となり、疾病診断や基礎生物学研究に新たな道が

開かれます。

公開日 2026年09月04日  DTU Research Database  デンマーク



詳細

主要成果

2026年9月4日にDTU Research Databaseで公開された研究は、表面増強ラマン分光

法（SERS）が、生物医学的および生体分析センシング分野における変革的な分析技術

であることを強調しています。この技術は、分子特異性と単一分子レベルでの超高感度

という比類ない能力を提供します。本研究の主要な貢献は、プラズモンナノ材料と微細

加工技術の進歩がSERSプラットフォームの開発を加速していることを示すとともに、

特に磁気誘導ナノチューブを用いた単一細胞分析など、様々な先進的な生物医学応用が

具体的に紹介されている点です。これにより、SERSは疾病診断や基礎生物学研究にお

いて新たな可能性を切り開きます。

技術・臨床詳細

SERSは、粗い金属表面、特にプラズモンナノ構造上に吸着した分子のラマン散乱信号

が劇的に増強される現象を利用します。この増強効果により、検出限界が大幅に低下

し、単一分子レベルでの分析さえも可能になります。本研究では、金や銀のナノ粒子、

あるいはグラフェンなどのプラズモンナノ材料の設計と合成における最新の進歩が詳述

されており、これらがSERS基板の感度と再現性を向上させる上でいかに重要であるか

が示されています。さらに、微細加工技術により、これらのプラズモン構造をマイクロ

流体チップやその他の小型デバイスに精密に統合することが可能になりました。特に注

目すべきは、磁気誘導ナノチューブを用いた単一細胞分析への応用です。この手法で

は、SERS活性なナノチューブに磁性粒子を組み込み、外部磁場によって特定の細胞に

誘導します。これにより、細胞膜レベルや細胞内での局所的なSERS分析が可能とな

り、細胞の個々の状態や応答を非侵襲的に、かつ超高感度で評価することができます。

背景・業界文脈

生体分析および診断分野では、病気の早期発見、治療モニタリング、および基礎生物学

的プロセスの理解のために、高感度かつ特異的な検出技術が常に求められています。従

来の分光法や免疫学的検出法は、しばしば感度や多重分析能力に限界がありました。

SERSは、これらの課題に対する有望な解決策として登場し、特に個別化医療や精密医

療の進展に伴い、単一細胞レベルでの詳細な生体情報が不可欠となる中で、その価値を

さらに高めています。プラズモン工学、ナノテクノロジー、そして微細加工の融合は、

SERS技術を研究室の領域から実際の臨床応用へと移行させる上で重要な推進力となっ

ています。



今後の展望

SERSに基づくナノ・マイクロシステムの進歩は、癌細胞の超早期検出、循環腫瘍細胞

（CTC）の識別、感染症の迅速診断、神経疾患のバイオマーカー分析など、多岐にわた

る生物医学応用において革新的な影響を与えるでしょう。磁気誘導ナノチューブのよう

な局所的かつ標的特異的なアプローチは、細胞の不均一性を理解し、個別化された治療

法を開発するための貴重な情報を提供します。将来的には、これらのSERSプラットフ

ォームが、ポータブルで使いやすいポイントオブケア（POCT）デバイスとして開発さ

れ、より広範な医療現場や研究施設で利用されることが期待されます。また、AIとの統

合により、複雑なSERSスペクトルデータの自動解析とパターン認識が進み、診断の精

度と速度がさらに向上する可能性を秘めています。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQHyqWIUZvLE1xUn2kXNB3-

iJpKeLx0oJGIw74oBYSNWdshEa0ZSrvXLYRgeWVuWqXL4kf4eUJ7icia2kIA_TCGH3yOa26w-

4B6ybVJhJI3B34FSnMNx2MWcbjbH3f0QgOdWmZQ0O9ZIValCmJmO1Ycol8FDpCxPKl3uso1N9liM

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHyqWIUZvLE1xUn2kXNB3-iJpKeLx0oJGIw74oBYSNWdshEa0ZSrvXLYRgeWVuWqXL4kf4eUJ7icia2kIA_TCGH3yOa26w-4B6ybVJhJI3B34FSnMNx2MWcbjbH3f0QgOdWmZQ0O9ZIValCmJmO1Ycol8FDpCxPKl3uso1N9liMk0lVI9VVBUIiwOoBa1oJZEPrUqHKhHeZOdl9NQP6TpYxeNjPvNmZlPg48firn728InMMdVqUm5zqJdbw=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHyqWIUZvLE1xUn2kXNB3-iJpKeLx0oJGIw74oBYSNWdshEa0ZSrvXLYRgeWVuWqXL4kf4eUJ7icia2kIA_TCGH3yOa26w-4B6ybVJhJI3B34FSnMNx2MWcbjbH3f0QgOdWmZQ0O9ZIValCmJmO1Ycol8FDpCxPKl3uso1N9liMk0lVI9VVBUIiwOoBa1oJZEPrUqHKhHeZOdl9NQP6TpYxeNjPvNmZlPg48firn728InMMdVqUm5zqJdbw=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHyqWIUZvLE1xUn2kXNB3-iJpKeLx0oJGIw74oBYSNWdshEa0ZSrvXLYRgeWVuWqXL4kf4eUJ7icia2kIA_TCGH3yOa26w-4B6ybVJhJI3B34FSnMNx2MWcbjbH3f0QgOdWmZQ0O9ZIValCmJmO1Ycol8FDpCxPKl3uso1N9liMk0lVI9VVBUIiwOoBa1oJZEPrUqHKhHeZOdl9NQP6TpYxeNjPvNmZlPg48firn728InMMdVqUm5zqJdbw=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHyqWIUZvLE1xUn2kXNB3-iJpKeLx0oJGIw74oBYSNWdshEa0ZSrvXLYRgeWVuWqXL4kf4eUJ7icia2kIA_TCGH3yOa26w-4B6ybVJhJI3B34FSnMNx2MWcbjbH3f0QgOdWmZQ0O9ZIValCmJmO1Ycol8FDpCxPKl3uso1N9liMk0lVI9VVBUIiwOoBa1oJZEPrUqHKhHeZOdl9NQP6TpYxeNjPvNmZlPg48firn728InMMdVqUm5zqJdbw=


#10 PMCが、シングルセル解析から3Dマイクロ生理シ

ステムまで、NK細胞生物学を解明するマイクロ流体ツー

ルを包括的にレビュー

概要

2026年9月7日にPMCで公開された包括的なレビュー論文は、マイクロ流体技術がナ

チュラルキラー（NK）細胞生物学の研究にもたらす革新的な進歩を評価しています。

本稿は、シングルセルレベルでのNK細胞の表現型・機能分析、移動ダイナミクス、お

よび複雑な微小環境におけるNK-標的細胞相互作用に焦点を当てています。特に、化学

勾配生成のための2Dラボオンチップデバイス設計や、NK細胞とがん細胞間のクロス

トークを探索するための共培養能力の進歩が強調されており、がん免疫療法開発に重

要な洞察を提供します。

公開日 2026年09月07日  PMC  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月7日にPMCで発表された包括的なレビュー論文は、マイクロ流体技術がナチ

ュラルキラー（NK）細胞生物学の研究分野に与える変革的な影響を詳細に評価してい

ます。このレビューの主要な成果は、NK細胞の単一細胞レベルでの表現型と機能の分

析、その移動ダイナミクス、および複雑な微小環境におけるNK細胞と標的細胞（特に

がん細胞）との相互作用を解明するためのマイクロ流体ツールの進歩を体系的にまとめ

ている点です。特に、化学勾配を生成できる2Dラボオンチップデバイスの設計革新と、

NK細胞とがん細胞間の重要なクロストークを探索するための共培養能力の向上が強調

されており、これは次世代のがん免疫療法開発にとって極めて重要な洞察を提供しま

す。

技術・臨床詳細

このレビューでは、多様なマイクロ流体プラットフォームがNK細胞研究にどのように活

用されているかが詳述されています。シングルセル解析技術では、マイクロ流体ドロッ

プレット生成やマイクロチャンバーアレイを用いて、個々のNK細胞のサイトカイン分

泌、細胞毒性、遺伝子発現プロファイルを高スループットで分析できます。これによ

り、NK細胞の不均一性を理解し、治療応答性の異なるNK細胞サブセットを特定するこ

とが可能になります。また、マイクロ流体デバイスは、生理学的に関連性の高い化学勾

配を再現する能力に優れており、NK細胞ががん細胞や感染部位へとどのように遊走す

るかを詳細に研究できます。さらに、2Dまたは3D培養環境をマイクロ流体チップ上に

構築することで、NK細胞とがん細胞、または他の免疫細胞との複雑な相互作用をin

vitroで模倣し、細胞間コミュニケーション、接着、殺傷メカニズムをリアルタイムで視

覚化・定量化することが可能です。これらの技術は、従来のバルクアッセイでは見落と

されがちな細胞間の微細な相互作用や動態を明らかにし、NK細胞ベースの治療戦略を

最適化するための貴重な情報を提供します。



背景・業界文脈

ナチュラルキラー（NK）細胞は、ウイルス感染細胞やがん細胞を非MHC拘束的に認識

し殺傷する、自然免疫系の重要なリンパ球です。NK細胞をベースとしたがん免疫療法

は、その高い安全性と有効性から大きな期待を集めていますが、in vivoでのNK細胞の

挙動や、がん微小環境との複雑な相互作用については、まだ不明な点が多く残されてい

ます。従来のin vitro研究手法は、その単純な環境ゆえに、生体内での複雑な状況を十

分に再現できませんでした。マイクロ流体技術は、細胞培養環境をマイクロスケールで

精密に制御し、生体内の微小環境（例えば、細胞密度、栄養勾配、せん断応力）をより

忠実に模倣できるため、NK細胞生物学研究において革新的なツールとして登場しまし

た。この技術は、細胞レベルでの詳細な理解を深め、より効果的なNK細胞療法の開発

に貢献します。

今後の展望

マイクロ流体ツールを用いたNK細胞生物学研究の進歩は、がん免疫療法の開発に直接

的な影響を与えるでしょう。特に、NK細胞の活性化、疲弊、および遺伝子改変NK細胞

の性能評価に関する新しい知見は、臨床試験の設計と最適化に役立ちます。将来的に

は、これらのマイクロ流体プラットフォームが、患者由来のがん細胞とNK細胞を用いた

「個別化された」薬剤スクリーニングや治療効果予測に利用されることが期待されま

す。さらに、3Dバイオプリンティング技術との融合により、より複雑で生体模倣性の高

い「オルガンオンチップ」システムが開発され、NK細胞と臓器の相互作用をより包括的

に研究できるようになるでしょう。この分野の継続的な研究は、NK細胞療法の臨床的

成功率を向上させ、がん患者の予後を改善するための新しい戦略をもたらすと予測され

ます。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13333826/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13333826/


#11 PICAがウェアラブル・環境用途向けバイオセンサー

PCB・フレキシブル回路製造で高精度・高信頼性ソリュ

ーションを提供

概要

2026年9月3日、PICAはウェアラブル生体アナライザー、環境バイオセンシング、お

よび医療機器向けに、正確で再現性のある生物学的・環境的検出を可能にする高精度

PCBおよびフレキシブル回路ソリューションの提供を開始しました。同社は、測定精

度、汚染管理、電極品質、および薄型で適合性の高い回路の拡張可能な製造可能性に

注力しており、次世代のバイオセンサーデバイスの性能と信頼性を向上させます。こ

の技術は、パーソナライズされた健康管理や広範な環境モニタリングを支える基盤と

なります。

公開日 2026年09月03日  PICA  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月3日、PICAは、ウェアラブル生体アナライザー、環境バイオセンシング（毒

素検出、食品安全）、および高度な医療機器向けに特化した、高精度なプリント基板

（PCB）およびフレキシブル回路ソリューションの提供を発表しました。これらのソリ

ューションは、生物学的および環境的パラメータの正確で再現性のある検出を可能に

し、次世代のバイオセンサーデバイスの性能と信頼性を大幅に向上させることが期待さ

れています。PICAは、特に測定精度、厳格な汚染管理、電極品質の最適化、そして薄型

で身体に適合する回路の拡張可能な製造可能性に焦点を当てています。

技術・臨床詳細

PICAが提供するPCBおよびフレキシブル回路は、微細なセンサーエレメントを統合

し、微弱な生体信号や環境信号をノイズなく正確に捕捉するように設計されています。

高精度なリソグラフィーとエッチング技術により、電極間の間隔を最小限に抑え、感度

と選択性を最大化します。フレキシブル回路は、ポリイミドなどの柔軟な基板上に形成

され、皮膚に直接装着されるウェアラブルデバイスの快適性と耐久性を確保します。例

えば、多チャンネルのバイオポテンシャル（ECG, EEG, EMG）記録、汗中の電解質や

グルコースの検出、さらには微小な病原体や化学物質を環境から検出するための電極ア

レイなどが含まれます。製造プロセスでは、清浄度の高い環境と厳格な品質管理基準が

適用され、電極表面の汚染を最小限に抑えることで、長期的なセンサーの安定性と信頼

性を保証します。これにより、臨床診断の精度向上、持続的な健康モニタリングの実

現、および環境中の危険物質の早期検出が可能となります。

背景・業界文脈

近年、ウェアラブルデバイスと環境センサー市場は急速に拡大しており、より小型で高

性能、そして信頼性の高い電子回路の需要が高まっています。特にバイオセンサー分野

では、生体適合性、柔軟性、そして長期間の安定性が重要な設計要件となります。従来

の硬質PCBでは、これらの要求を全て満たすことは困難でしたが、フレキシブル回路技

術の進歩により、身体の形状に適合し、快適に装着できるデバイスの製造が可能になり

ました。PICAの専門知識は、これらの課題に対応し、特に医療グレードの厳格な品質

基準を満たす回路を提供することで、医療機器メーカーや研究機関からのニーズに応え

ています。これは、パーソナライズドヘルスケア、予防医療、そしてスマートシティイ

ンフラにおけるバイオセンサーの普及を加速させる基盤となります。



今後の展望

PICAのこれらの技術は、未来のヘルスケアおよび環境モニタリングにおいて中心的な役

割を果たすでしょう。ウェアラブル生体アナライザーは、心拍数、呼吸数、体温、血糖

値などの複数のバイオマーカーを継続的にモニタリングし、疾病の早期発見や健康維持

に貢献します。環境バイオセンシングでは、水質や大気中の微量な有害物質をリアルタ

イムで検出し、公衆衛生の保護に寄与します。今後、PICAは、AIや機械学習アルゴリズ

ムとの統合をさらに進め、センサーデータをよりインテリジェントに解析し、ユーザー

にパーソナライズされた洞察を提供できる回路ソリューションの開発に取り組むと予想

されます。さらに、製造コストの削減とスケーラビリティの向上は、これらの革新的な

バイオセンサー技術がより広範な市場に普及するための鍵となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQE6ghbJkJbtfkYnWaDKpwP4wAG5tu9qxSdTl2XQQAChRXdzWvxUUgdF-hM-

z5UF_scGFu7MyRMDzh5X0cp4Cyz8QuQNUCV5o5ID6vjmgeXcXonmFOQe4FoCPk9sIjVPoWg=

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6ghbJkJbtfkYnWaDKpwP4wAG5tu9qxSdTl2XQQAChRXdzWvxUUgdF-hM-z5UF_scGFu7MyRMDzh5X0cp4Cyz8QuQNUCV5o5ID6vjmgeXcXonmFOQe4FoCPk9sIjVPoWg=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6ghbJkJbtfkYnWaDKpwP4wAG5tu9qxSdTl2XQQAChRXdzWvxUUgdF-hM-z5UF_scGFu7MyRMDzh5X0cp4Cyz8QuQNUCV5o5ID6vjmgeXcXonmFOQe4FoCPk9sIjVPoWg=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6ghbJkJbtfkYnWaDKpwP4wAG5tu9qxSdTl2XQQAChRXdzWvxUUgdF-hM-z5UF_scGFu7MyRMDzh5X0cp4Cyz8QuQNUCV5o5ID6vjmgeXcXonmFOQe4FoCPk9sIjVPoWg=


#12 次世代汗センサーが皮膚パッチを最大21日間持続す

る「連続ヘルスラボ」に変革、多種バイオマーカーを追跡

概要

2026年9月9日、Nelson Advisorsの記事は、汗センサーの進歩が、単なる活動量計

を超え、皮膚パッチを最大21日間持続する「連続ヘルスラボ」に変革していることを

詳述しています。in-situ再生などの革新技術により、ブドウ糖、乳酸、ナトリウム、

カリウムといった複数のバイオマーカーを汗から安定して追跡可能となり、水分補

給、ストレス、代謝の健康、および疾患の早期発見の管理に有望な結果を示していま

す。これにより、パーソナライズされた健康モニタリングの新たな可能性が拓かれま

す。

公開日 2026年09月09日  Nelson Advisors  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月9日、Nelson Advisorsの記事は、次世代汗センサーが、従来の活動量追跡

デバイスの領域をはるかに超え、皮膚に装着するパッチを最大21日間持続可能な「連続

ヘルスラボ」へと変革していることを強調しています。特に、in-situ再生（その場での

センサー機能回復）のような革新技術により、センサーの長期安定性と信頼性が大幅に

向上しました。これにより、ブドウ糖、乳酸、ナトリウム、カリウムといった複数の生

理学的バイオマーカーを汗から継続的かつ安定して追跡することが可能になり、水分補

給状態、ストレスレベル、疲労度、代謝の健康、さらには特定の疾患の早期兆候の管理

において非常に有望な結果を示しています。

技術・臨床詳細

次世代汗センサーは、高度なマイクロ流体システムと電気化学的または光学的なバイオ

センサーアレイを統合しています。汗は、血液よりも採取が非侵襲的であり、グルコー

ス、乳酸、電解質、コルチゾールなど、血液中に存在する多くのバイオマーカーを反映

することが知られています。重要な技術革新は、センサーの「in-situ再生」機能です。

これは、センサー表面が汚染されたり、機能が低下したりした場合に、自動的に活性を

回復させるメカニズムを組み込むことで、デバイスの装着期間を従来の数日から最大21

日へと飛躍的に延長させます。この再生機能により、安定した信号収集が長期間にわた

り保証され、信頼性の高い連続データを提供します。収集されたデータは、Bluetooth

などを介してスマートフォンやクラウドに送信され、専用のアルゴリズムやAIによって

解析されます。これにより、ユーザーはリアルタイムで自身の健康状態に関するパーソ

ナライズされた洞察を得ることができます。



背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスケア市場は急速に成長しており、消費者はより包括的でパーソナラ

イズされた健康モニタリングソリューションを求めています。従来のウェアラブルデバ

イスは、心拍数や歩数などの基本的な生理学的指標に限定されていましたが、汗センサ

ーは、より詳細な生化学的情報へのアクセスを可能にすることで、この市場に新たな価

値をもたらしています。しかし、汗センサーの実用化には、汗の分泌量の変動、体温や

運動による測定値への影響、そしてセンサーの安定性と耐久性といった課題がありまし

た。in-situ再生技術は、これらの主要な課題の多くを解決し、汗センサーが単なるウェ

ルネスデバイスから、臨床的に関連性の高い医療グレードのデバイスへと移行するため

の重要なステップとなります。

今後の展望

汗センサーの進歩は、個別化医療と予防医療の未来を大きく形作るでしょう。最大21

日間という装着期間は、長期的な健康トレンドの把握を可能にし、慢性疾患の管理、薬

剤の効果モニタリング、およびアスリートのパフォーマンス最適化において新たな機会

を創出します。将来的には、これらのセンサーは、複数の疾患バイオマーカーを同時に

検出する多機能プラットフォームへと進化し、AIとの連携を深めることで、個人の遺伝

情報や生活習慣と統合された、より高度な健康予測モデルを提供する可能性がありま

す。しかし、血液中のバイオマーカー値と汗中のバイオマーカー値の間の厳密な相関関

係の確立、および大量生産におけるコスト効率と品質管理の課題は、この技術が広く普

及するために引き続き克服すべき重要な側面となるでしょう。

元記事: https://www.healthcare.digital/single-post/nelson-advisors-how-next-generation-

sweat-sensors-could-turn-a-skin-patch-into-a-continuous-health

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.healthcare.digital/single-post/nelson-advisors-how-next-generation-sweat-sensors-could-turn-a-skin-patch-into-a-continuous-health
https://www.healthcare.digital/single-post/nelson-advisors-how-next-generation-sweat-sensors-could-turn-a-skin-patch-into-a-continuous-health


#13 アデレード大学、「ねじれた光」技術で微量サンプル

からの疾患早期検出を高速化・高感度化

概要

2026年9月10日にARTICがアデレード大学の研究を引用して報じたところによると、

「ねじれた光」を利用した画期的な技術が、特に微小なサンプル量において、より迅

速かつ高感度な医療検査を可能にする道を拓きました。この革新的な技術は、コンパ

クトなラボオンチップデバイスに統合され、微量な生体サンプルのリアルタイム分析を

可能にすることで、次世代のポイントオブケア検査（POCT）を進展させる大きな可

能性を秘めています。これは、疾患の早期発見と診断の効率化に貢献します。

公開日 2026年09月10日  ARTIC (アデレード大学からの引用)  オーストラリア



詳細

主要成果

2026年9月10日、ARTICがアデレード大学の研究を引用して報じたところによると、

研究者たちは「ねじれた光」と呼ばれる光の特性を利用した画期的な技術を開発しまし

た。この技術は、特に微小なサンプル量における医療検査の速度と感度を劇的に向上さ

せる可能性を秘めています。この革新は、コンパクトなラボオンチップデバイスに統合

されることで、極めて少量の生体サンプルをリアルタイムで分析することを可能にし、

次世代のポイントオブケア検査（POCT）を推進する上で大きな影響をもたらすと期待

されています。これにより、疾患の早期検出と診断プロセス全体の効率化が図られま

す。

技術・臨床詳細

「ねじれた光」（Orbital Angular Momentum: OAMを持つ光）は、その螺旋状の波面

により、従来の光とは異なる特性を持ちます。アデレード大学の研究者たちは、この

OAM光が微小な粒子や分子と相互作用する際の独特な挙動を利用して、分析物の存在

や濃度を高感度に検出するシステムを開発しました。特に、微小流体チップ内でサンプ

ルを制御しながらOAM光を照射することで、ごく少量の液体中の特定のバイオマーカ

ー（例えば、がん細胞から分泌されるタンパク質やウイルス粒子）を、従来法よりも迅

速かつ高精度で識別することが可能になりました。この技術は、検出対象の光学特性の

変化を非常に敏感に捉えることができ、測定にかかる時間を大幅に短縮しながら、検出

限界をさらに低く抑えることができます。これは、例えば10μL以下の血液サンプルか

ら疾患マーカーを早期に検出するといった応用を可能にします。

背景・業界文脈

疾患の早期発見と診断は、治療の成功率を高め、医療コストを削減するために不可欠で

す。しかし、既存の診断技術の多くは、サンプル量が多いこと、分析に時間がかかるこ

と、または専門的な設備が必要であることなどの課題を抱えています。特に、がんや感

染症のような疾患では、早期に正確な診断を下すことが患者の予後に大きく影響しま

す。ラボオンチップ技術は、これらの課題に対処し、診断プロセスを簡素化・高速化す

る有望なプラットフォームとして注目されてきました。「ねじれた光」技術は、このラ

ボオンチップの能力をさらに拡張し、極めて微量なサンプルから超高感度で迅速な分析

を可能にすることで、診断学の新たなフロンティアを開拓するものです。



今後の展望

この「ねじれた光」技術は、医療診断分野において広範な応用が期待されます。特に、

小型でポータブルなPOCTデバイスへの統合が進めば、病院の外来、僻地のクリニッ

ク、さらには患者の自宅で、専門的な検査を迅速に行うことが可能になります。これに

より、疾病のスクリーニング、診断、治療モニタリングが劇的に改善されるでしょう。

例えば、血液一滴でがんのバイオマーカーを検出する「リキッドバイオプシー」の精度

と速度を向上させたり、感染症のウイルスロードをリアルタイムで監視したりといった

応用が考えられます。将来的には、この技術がAIや機械学習と組み合わされることで、

より複雑なバイオマーカーパターンから疾患を診断し、個別化された治療戦略を提案す

るインテリジェントな診断システムが実現される可能性もあります。この革新は、精密

医療の進展に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://artic.org.au/2026/09/10/twisted-light-breakthrough-could-enable-earlier-

disease-detection/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://artic.org.au/2026/09/10/twisted-light-breakthrough-could-enable-earlier-disease-detection/
https://artic.org.au/2026/09/10/twisted-light-breakthrough-could-enable-earlier-disease-detection/


#14 Apple、皮膚非接触で脳・筋肉活動を検出する

Soneraの生体磁気チップ技術を買収し、Apple Watch

などウェアラブルのヘルスモニタリングを革新

概要

2026年9月8日、Gotechtorが報じたところによると、Appleは、皮膚に直接触れる

ことなく神経筋信号（脳と筋肉の活動）を検出できる生体磁気チップを開発するスタ

ートアップ企業Soneraを買収しました。この買収は、Apple Watchのようなウェア

ラブルデバイスにおける新しい形の健康モニタリングを可能にする可能性があります。

現在の光学/電気センサーの限界を超え、義肢制御、疾患バイオマーカー検出、スポー

ツパフォーマンス追跡などの応用へと拡大することで、ウェアラブル技術の次のフロ

ンティアを切り拓くと期待されます。

公開日 2026年09月08日  Gotechtor  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月8日、Gotechtorが報じたところによると、Appleは、皮膚に直接触れるこ

となく神経筋信号（脳と筋肉の活動）を検出できる革新的な生体磁気チップを開発して

いたカリフォルニア州のスタートアップ企業Soneraを買収しました。この戦略的買収

は、Apple Watchのようなウェアラブルデバイスの健康モニタリング機能を根本的に変

革する可能性を秘めています。Soneraの技術は、現在のウェアラブルデバイスに搭載さ

れている光学式（PPG）や電気式（ECG）センサーの限界を超越し、義肢制御、特定の

疾患バイオマーカーの検出、高度なスポーツパフォーマンス追跡など、これまでにない

応用分野への拡大を可能にすると期待されています。

技術・臨床詳細

Soneraが開発した生体磁気チップは、極めて微弱な生体磁場を非接触で検出する能力

を有しています。脳や筋肉の活動は、神経細胞の電気的活動によって微小な磁場を発生

させますが、このチップは高感度な磁気センサー（例：MRセンサー、SQUIDセンサ

ー）と高度な信号処理アルゴリズムを組み合わせることで、これらの信号をノイズの中

から正確に抽出します。従来のセンサーは皮膚との直接接触やゲルが必要でしたが、こ

の非接触技術により、より快適で連続的なモニタリングが可能になります。例えば、脳

波（EEG）や筋電図（EMG）の情報を衣服の上から、あるいはデバイスを皮膚に軽く

近づけるだけで収集できるため、装着者の日常生活への影響を最小限に抑えます。これ

により、睡眠中の脳活動の監視、運動中の筋肉疲労の早期検出、さらには特定の神経疾

患（てんかん、パーキンソン病など）の兆候を初期段階で捉えるといった、これまでに

ないヘルスインサイトを提供できるようになります。



背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスケア市場は、Apple Watchの成功に代表されるように急速に成長し

ていますが、既存のセンサー技術には限界があります。特に、生体信号の非侵襲的かつ

高精度な検出、そして長期間にわたる快適な装着は、まだ大きな課題です。Soneraの

生体磁気チップ技術は、このギャップを埋める可能性を秘めており、より深く、より高

精細な生体情報の収集を可能にします。Appleにとって、この買収は、同社のヘルスケ

ア分野でのリーダーシップを強化し、単なるフィットネス追跡から、より高度な医療診

断および予防ツールへと製品ポートフォリオを拡大するための戦略的な動きと見られて

います。これは、AmazonやGoogleといった他のテクノロジー大手もヘルスケア市場に

参入を試みる中で、Appleの競争優位性を確立する上で重要です。

今後の展望

Soneraの生体磁気チップ技術の統合は、ウェアラブルヘルスケアの未来を再定義する

可能性があります。短期的には、Apple Watchの次世代モデルにこの技術が搭載され、

睡眠中の脳波モニタリングやストレスレベルのより正確な測定など、現行製品の機能を

大幅に強化することが期待されます。長期的には、この技術は、外部機器と連動して義

肢をより直感的に操作するインターフェース、特定の神経変性疾患のバイオマーカーを

非侵襲的に検出する診断ツール、あるいはアスリートのトレーニング負荷や回復状況を

詳細に分析するスポーツサイエンスツールへと発展する可能性があります。規制当局に

よる承認プロセスやデータのプライバシー保護が課題となる可能性もありますが、この

非接触生体磁気センシングは、最終的にウェアラブルデバイスの医療グレードの精度と

応用範囲を大きく拡大し、個別化医療の進展に貢献すると予測されます。

元記事: https://www.gotechtor.com/apple-acquires-sonera-biomagnetic-sensing-apple-watch/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gotechtor.com/apple-acquires-sonera-biomagnetic-sensing-apple-watch/


#15 シングルセル解析、マイクロ流体、バイオセンサ

ー、AIが診断学の革新を牽引し、より迅速・精密な検出を

実現

概要

2026年9月7日の業界概要記事は、シングルセル解析、マイクロ流体、バイオセンサ

ー、人工知能（AI）といった革新的な技術が、診断学の分野でより迅速かつ精密な検

出を可能にしていると論じています。これらのツールは、広範囲の生体信号を調査

し、複雑なバイオマーカーシグネチャを解釈することで、疾患の早期またはより精密

な検出を実現します。特に、分散型および遠隔診断におけるその価値が強調されてお

り、今後のヘルスケアのあり方を大きく変える可能性を秘めています。

公開日 2026年09月07日  業界概要  国際



詳細

主要成果

2026年9月7日に公開された業界概要記事は、診断技術における画期的な進歩が、シン

グルセル解析、マイクロ流体、バイオセンサー、そして人工知能（AI）という4つの主

要技術によって牽引されていることを明確に示しています。これらの技術の統合は、疾

患の早期段階での、かつてないほど迅速で精密な検出を可能にしています。記事は、こ

れらのツールがより広範囲の生体信号を調査し、複雑なバイオマーカーシグネチャを解

釈する能力を持つことで、診断学のパラダイムを根本から変えつつあると指摘していま

す。特に、分散型および遠隔診断におけるその計り知れない価値が強調されており、患

者ケアのアクセス性と効率性を向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

シングルセル解析は、個々の細胞レベルで遺伝子発現、タンパク質、代謝産物を分析す

ることを可能にし、組織の不均一性を考慮した精密な診断を可能にします。マイクロ流

体技術は、微小な流路内でサンプルを操作することで、試薬消費量の削減、分析時間の

短縮、および高スループットな処理を実現します。これにより、血液一滴からの多項目

分析や、細胞分離・濃縮が効率的に行えます。バイオセンサーは、特定の生体分子（グ

ルコース、DNA、タンパク質、ウイルスなど）の存在や濃度を高感度かつリアルタイム

で検出するデバイスであり、電気化学、光学、圧電などの多様な原理に基づいていま

す。AIは、これら3つの技術から生成される膨大なデータを解析し、複雑なパターンを

認識し、診断モデルを構築することで、人間の専門家では見落としがちな微細な疾患サ

インを特定します。例えば、AIは、バイオセンサーからの多次元データと患者の臨床情

報を統合し、より正確な疾患リスクスコアや予後予測を提供できます。



背景・業界文脈

現代医療は、より個別化され、予防的で、アクセスしやすい方向へと進化しています。

従来の診断法は、集中型の中央検査室に依存しており、結果が得られるまでに時間がか

かり、特に緊急性の高い状況や遠隔地では課題がありました。がん、心血管疾患、感染

症など、多くの疾患において早期発見は治療の成功率に大きく影響するため、迅速かつ

精密な診断技術への需要は高まる一方です。シングルセル解析、マイクロ流体、バイオ

センサー、AIの融合は、これらの需要に応えるための強力なソリューションを提供しま

す。これにより、診断デバイスは、病院や研究所だけでなく、クリニック、薬局、さら

には患者の自宅へと広がり、分散型ヘルスケアエコシステムの構築を加速させていま

す。

今後の展望

これらの革新的な技術の融合は、診断学の未来を根本的に再構築するでしょう。将来的

には、多機能なラボオンチップデバイスがAIとシームレスに統合され、少量のサンプル

から数十、数百のバイオマーカーを同時に、かつリアルタイムで分析できるようになる

ことが期待されます。これにより、個別化された疾患スクリーニング、早期介入、治療

反応モニタリングが劇的に改善されるでしょう。特に、遠隔医療プラットフォームやウ

ェアラブルデバイスとの連携により、患者は自宅にいながらにして専門的な診断を受

け、継続的な健康モニタリングが可能になります。規制当局によるこれらの新しい診断

ツールの承認プロセス、データのプライバシーとセキュリティ、そして医療システムの

償還モデルの適応が、今後の普及の鍵となります。これらの技術は、精密医療の約束を

実現し、世界中の人々の健康と福祉を向上させる中心的な推進力となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGscTsTjBVKDiGuEAo_v2xeK7J2kIE1AUrP6z6GVseWWConZdVL2bUFgDToPwnA7

cYQ_knwm0AjV1SIoGApAVb6nB8OaLc5o3sI_oZkBp9OUYGp2qnXG1g7CqwpHZY3vwajuJHg5f-

Hg-so354b7Pn4Rr-NKNj2JAehUI7fIhJszrTpvLsPSlpiSBYcn4RAD-Z1Fww_zqwnRzTSk=

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGscTsTjBVKDiGuEAo_v2xeK7J2kIE1AUrP6z6GVseWWConZdVL2bUFgDToPwnA7OpaehmD2UiuxFpRGP-cYQ_knwm0AjV1SIoGApAVb6nB8OaLc5o3sI_oZkBp9OUYGp2qnXG1g7CqwpHZY3vwajuJHg5f-Hg-so354b7Pn4Rr-NKNj2JAehUI7fIhJszrTpvLsPSlpiSBYcn4RAD-Z1Fww_zqwnRzTSk=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGscTsTjBVKDiGuEAo_v2xeK7J2kIE1AUrP6z6GVseWWConZdVL2bUFgDToPwnA7OpaehmD2UiuxFpRGP-cYQ_knwm0AjV1SIoGApAVb6nB8OaLc5o3sI_oZkBp9OUYGp2qnXG1g7CqwpHZY3vwajuJHg5f-Hg-so354b7Pn4Rr-NKNj2JAehUI7fIhJszrTpvLsPSlpiSBYcn4RAD-Z1Fww_zqwnRzTSk=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGscTsTjBVKDiGuEAo_v2xeK7J2kIE1AUrP6z6GVseWWConZdVL2bUFgDToPwnA7OpaehmD2UiuxFpRGP-cYQ_knwm0AjV1SIoGApAVb6nB8OaLc5o3sI_oZkBp9OUYGp2qnXG1g7CqwpHZY3vwajuJHg5f-Hg-so354b7Pn4Rr-NKNj2JAehUI7fIhJszrTpvLsPSlpiSBYcn4RAD-Z1Fww_zqwnRzTSk=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGscTsTjBVKDiGuEAo_v2xeK7J2kIE1AUrP6z6GVseWWConZdVL2bUFgDToPwnA7OpaehmD2UiuxFpRGP-cYQ_knwm0AjV1SIoGApAVb6nB8OaLc5o3sI_oZkBp9OUYGp2qnXG1g7CqwpHZY3vwajuJHg5f-Hg-so354b7Pn4Rr-NKNj2JAehUI7fIhJszrTpvLsPSlpiSBYcn4RAD-Z1Fww_zqwnRzTSk=


#16 カルガリー大学、ウェアラブルセンサー開発向け

「We-TRAC」大学院プログラムを始動し、スポーツ・怪

我予防・健康モニタリングを推進

概要

2026年9月10日、カルガリー大学は、ウェアラブルセンサーシステムの開発に必要な

多分野にわたる知識を提供する新しい大学院プログラム「We-TRAC（Wearable

Technology Research and Collaboration）トレーニングプログラム」を立ち上げま

した。このプログラムは、スポーツパフォーマンスの最適化、怪我の予測、および広

範な健康モニタリングといった応用分野において、重要な入門レベルの経験を学生に

提供することを目的としています。これは、ウェアラブル技術分野の専門人材育成と

イノベーションを加速する重要な一歩です。

公開日 2026年09月10日  Facebook (カルガリー大学キネシオロジー)  カナダ



詳細

主要成果

2026年9月10日、カルガリー大学キネシオロジー学部は、ウェアラブルセンサーシス

テム開発のための専門人材育成を目的とした画期的な大学院プログラム「We-TRAC

（Wearable Technology Research and Collaboration）トレーニングプログラム」

を正式に開始しました。このプログラムは、ウェアラブル技術の急速な進展に対応し、

その複雑な性質を理解するために必要な多分野にわたる知識とスキルを学生に提供する

ことに焦点を当てています。We-TRACは、スポーツパフォーマンスの最適化、怪我の

予測と予防、そしてより広範な個人の健康モニタリングといった重要な応用分野におい

て、学生に実践的かつ入門レベルの経験を提供することを目的としています。

技術・臨床詳細

We-TRACプログラムは、エンジニアリング、コンピューターサイエンス、バイオメカ

ニクス、生理学、臨床医学、データサイエンスといった多様な分野を横断するカリキュ

ラムを提供します。学生は、センサーの設計と製造（例えば、フレキシブルエレクトロ

ニクス、マイクロ流体ベースのバイオセンサー）、データ収集と処理（例えば、無線通

信、エッジコンピューティング）、AI/機械学習によるデータ解析（例えば、パターン認

識、予測モデル構築）、そしてユーザーインターフェース設計といった、ウェアラブルセ

ンサーシステムの全開発サイクルにわたる専門知識を習得します。プログラムの重点

は、単一の技術分野に留まらず、センサーから収集された複雑な生体データを、臨床的

意義のある情報へと変換するための学際的なアプローチにあります。これにより、スポ

ーツ選手のフォーム分析によるパフォーマンス向上、異常な動きパターンの検出による

怪我リスクの予測、そして心拍変動や睡眠パターンからのストレスレベルモニタリング

など、具体的なアプリケーションへの貢献を目指します。



背景・業界文脈

近年、ウェアラブル技術は、消費者向けフィットネストラッカーから医療グレードの診

断デバイスまで、その応用範囲を急速に拡大しています。しかし、この分野の成長は、

高度に専門化された学際的なスキルを持つ人材の不足によって阻害される傾向にありま

した。ウェアラブルセンサーシステムの開発には、材料科学、電子工学、データ科学、

そして人間の生理学に関する深い理解が不可欠です。We-TRACプログラムは、この人

材ギャップを埋め、次世代のイノベーターと研究者を育成するための戦略的な取り組み

です。カナダおよび国際的なウェアラブル技術産業の成長を支援し、ヘルスケア、スポ

ーツ、ライフスタイル分野における新たな製品とサービスの創出を促進することを目的

としています。

今後の展望

We-TRACプログラムの卒業生は、ウェアラブル技術分野における研究開発、製品設

計、臨床応用、そして政策策定といった多様なキャリアパスにおいて即戦力となること

が期待されます。このプログラムは、単に技術的な専門知識を提供するだけでなく、倫

理的な考慮事項、データプライバシー、およびユーザー中心のデザイン原則も重視して

います。将来的には、We-TRACは、産学連携をさらに強化し、スタートアップ企業や

既存のテクノロジー企業との共同研究プロジェクトを通じて、研究成果の実用化を加速

させるでしょう。これにより、ウェアラブルセンサー技術は、疾病の予防、早期診断、

個別化治療、そして健康維持の新たなソリューションを提供し、公衆衛生の改善に大き

く貢献することが予測されます。

元記事: https://www.facebook.com/Inc/posts/the-wearables-company-announced-a-new-

initiative-called-pace-setters-which-gives/1433577655301291/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Inc/posts/the-wearables-company-announced-a-new-initiative-called-pace-setters-which-gives/1433577655301291/
https://www.facebook.com/Inc/posts/the-wearables-company-announced-a-new-initiative-called-pace-setters-which-gives/1433577655301291/


#17 Abbott、統一特許裁判所にてSiBioのGS3-R

CGMシステムに対する広範な仮差し止め命令を獲得し、

CGM市場の知財紛争を浮き彫りに

概要

2026年9月10日、Abbott Diabetes Careは、統一特許裁判所（Unified Patent

Court: UPC）において、競合企業SiBioのGS3-R持続血糖モニタリング（CGM）シス

テムに対する広範な仮差し止め命令を獲得しました。この判決は、18のUPC加盟国に

おけるSiBioシステムの製造、輸入、および販売を一時的に制限するものであり、高成

長を続けるCGM市場における知的財産権（IP）紛争が激化していることを浮き彫りに

しています。この動きは、市場の主要プレイヤー間での競争戦略と特許ポートフォリ

オの重要性を示唆します。

公開日 2026年09月10日  Facebook (法務ニュースからの引用)  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月10日、Abbott Diabetes Careは、Unified Patent Court (UPC) におい

て、競合するSiBio社のGS3-R持続血糖モニタリング（CGM）システムに対し、広範な

仮差し止め命令を獲得したと発表しました。この決定は、18のUPC加盟国（欧州連合

の多くの国々が含まれる）におけるSiBioのGS3-Rシステムの製造、輸入、および販売

を一時的に禁止するものです。この重要な法廷での勝利は、急速に拡大するCGM市場

における知的財産権の保護の重要性と、主要プレイヤー間での激しい競争を明確に示し

ています。

技術・臨床詳細

この仮差し止め命令は、Abbottが主張する特許侵害に基づいて発行されました。

Abbottは、FreeStyle Libreシステムで培われた革新的なセンサー技術、信号処理アル

ゴリズム、またはデバイス構造に関連する特許を所有していると考えられます。SiBioの

GS3-Rシステムは、グルコースモニタリング技術においてAbbottの特許技術の一部を使

用していると主張されました。UPCは、Abbottが特許侵害の合理的な証拠を提示し、

差し止め命令がなければ回復不可能な損害を被る可能性が高いと判断しました。この判

決は、技術革新が急速に進む医療機器分野、特にCGMのような高成長市場において、

企業が自社の研究開発投資を保護するために知的財産権をいかに積極的に行使するかを

示しています。影響を受けるSiBioのGS3-Rシステムは、市場から一時的に撤退する

か、デザインを変更して特許侵害を回避する必要があります。

背景・業界文脈

持続血糖モニタリング（CGM）市場は、糖尿病患者の自己管理を劇的に改善し、生活

の質を向上させる技術として、近年目覚ましい成長を遂げています。Abbottの

FreeStyle LibreシリーズやDexcomのGシリーズは、この市場の主要なプレイヤーであ

り、技術革新と特許取得に多額の投資を行ってきました。市場の拡大と競争の激化に伴

い、知的財産権を巡る紛争は増加傾向にあります。これは、企業が市場シェアを確保

し、技術的優位性を維持するための戦略の一部です。特に欧州のUPCは、単一の裁判所

で複数の国にわたる特許紛争を裁定できる新しい枠組みであり、今回の判決はその影響

力の大きさを示しています。



今後の展望

Abbottによる今回の仮差し止め命令の獲得は、CGM市場における知的財産権の保護が

今後ますます重要になることを示唆しています。SiBioにとっては、長期的な事業戦略

の見直しを迫られることになり、競合他社にとっても、自社の技術ポートフォリオと特

許戦略を再評価する警鐘となるでしょう。このような法的措置は、イノベーションを促

進する一方で、新規参入企業や中小企業にとっては市場参入障壁となる可能性もありま

す。将来的には、CGM技術はさらに進化し、多機能化（例えば、グルコース以外のバイ

オマーカーの同時モニタリング）、小型化、装着期間の長期化が進むと予想されます

が、その開発と市場展開には、強力な特許ポートフォリオと、複雑な知財環境を

navigated する能力が不可欠となります。この判決は、技術革新が激しい分野における

競争の新たな局面を象徴しています。

元記事: https://www.facebook.com/LifeSciencesIPReview/posts/abbott-diabetes-care-has-

won-a-broad-preliminary-injunction-at-the-unified-paten/1408538641286995/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/LifeSciencesIPReview/posts/abbott-diabetes-care-has-won-a-broad-preliminary-injunction-at-the-unified-paten/1408538641286995/
https://www.facebook.com/LifeSciencesIPReview/posts/abbott-diabetes-care-has-won-a-broad-preliminary-injunction-at-the-unified-paten/1408538641286995/


#18 アボット、米国で世界初のウェアラブル血糖・ケト

ン同時モニタリングシステム「Libre Duo」のFDA承認

を取得

概要

アボット社は、世界初のウェアラブル型血糖値およびケトン体同時モニタリングシス

テム「Libre Duo 10 Day Continuous Dual Glucose-Ketone Monitoring System」

について、2歳以上の糖尿病患者を対象とした米国FDAの承認を取得した。この画期

的なデバイスは、リアルタイムのトレンドと警告を提供することで、糖尿病性ケトアシ

ドーシス（DKA）のリスクを早期に検知し、患者の自己管理を大幅に向上させること

を目指す。600名以上の参加者を対象とした6つの臨床研究データがその正確性と安全

性を示しており、糖尿病ケアの新時代を切り開く画期的な進展となる。これにより、

血糖値とケトン体を継続的にモニタリングできる初のウェアラブルデバイスとして、患

者の安心感と医療従事者の効率的な治療介入を両立させる。

公開日 2026年09月06日  Diabetes Education Services  アメリカ



詳細

主要成果

アボット社は、2026年9月6日、世界で初めて血糖値とケトン体を同時に継続モニタリ

ングできるウェアラブルデバイス「Libre Duo 10 Day Continuous Dual Glucose-

Ketone Monitoring System」が米国食品医薬品局（FDA）の承認を得たと発表し

た。このデバイスは、2歳以上の糖尿病患者の包括的な自己管理を可能にし、特に糖尿

病性ケトアシドーシス（DKA）の予防に貢献する。従来、ケトン体の測定には指先穿刺

が必要だったが、本デバイスは非侵襲的にリアルタイムデータを提供することで、患者

の負担を軽減し、より迅速な治療介入を可能にする。

技術・臨床詳細

Libre Duoシステムは、皮下組織間液中の血糖値とケトン体レベルを最大10日間連続で

測定する。センサーは小型で装着が容易であり、専用のスマートフォンアプリと連携し

てリアルタイムのトレンドデータ、過去の履歴、および高血糖・低血糖・高ケトン体レ

ベルに対するカスタマイズ可能なアラートを提供する。臨床試験では、600名以上の参

加者を対象とした6つの堅牢な研究が実施され、従来の指先穿刺による血糖測定器と同

等の高い正確性と優れた安全性が確認された。これにより、患者は血糖変動とケトン体

上昇の関連性を視覚的に把握し、インスリン投与量や食事、運動計画の調整に役立てる

ことができる。

背景・業界文脈

糖尿病の管理において、血糖値のコントロールと同時に糖尿病性ケトアシドーシス

（DKA）の予防は極めて重要である。DKAは、体内でインスリンが不足し、脂肪が分

解されてケトン体が増加することで起こる重篤な合併症であり、入院や死に至ることも

ある。特に1型糖尿病患者やシックデイ時の2型糖尿病患者にとって、ケトン体モニタリ

ングは不可欠である。これまでのケトン体測定は、尿検査や指先穿刺による血液検査が

主流であり、継続的なモニタリングは困難だった。Libre Duoの承認は、この unmet

need に応える画期的な進歩であり、連続血糖モニタリング（CGM）市場の進化をさら

に加速させる。



今後の展望

Libre DuoのFDA承認は、糖尿病治療におけるパラダイムシフトを意味する。患者は自

身の生理状態をより深く理解し、病態の変化に早期に対応できるようになるため、QOL

の向上が期待される。また、医療従事者はより豊富なデータに基づいたパーソナライズ

された治療計画を立案できるようになり、DKAによる緊急入院の減少や医療費の削減に

も繋がる可能性がある。アボットは、この技術をさらに広範な患者層に提供するため、

今後の製品展開と市場教育に注力する方針であり、継続的なモニタリングが健康管理の

新たな標準となる未来に向けた重要な一歩となるだろう。

元記事: https://diabetesed.net/a-new-paradigm-in-diabetes-care-fda-authorizes-the-worlds-

first-continuous-glucose-ketone-monitor/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diabetesed.net/a-new-paradigm-in-diabetes-care-fda-authorizes-the-worlds-first-continuous-glucose-ketone-monitor/
https://diabetesed.net/a-new-paradigm-in-diabetes-care-fda-authorizes-the-worlds-first-continuous-glucose-ketone-monitor/


#19 デクスコム、小児向け初の処方箋不要なOTC連続血

糖モニタリングシステム「Stelo」を米国FDAが承認

概要

米国FDAは、デクスコムの「Steloシステム」を2〜18歳の小児向けに処方箋なしで入

手可能な初のOTC連続血糖モニタリング（CGM）デバイスとして承認した。本デバイ

スは、センサーを装着しスマートフォンアプリと連携することで、15分ごとに血糖ト

レンドの読み取り値を最長15日間提供する。この承認により、特にインスリンを使用

しない若年層を含むより広範な患者群が糖尿病管理技術にアクセスできるようにな

る。患者やその家族にとって、より手軽で継続的な血糖管理が可能となり、糖尿病ケ

アの標準を押し上げる重要な一歩となる。

公開日 2026年09月04日  RadioWHAT (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月4日、米国食品医薬品局（FDA）は、デクスコム社の連続血糖モニタリング

（CGM）システム「Stelo」を、2歳から18歳までの小児向けに処方箋なしで入手可能

な、米国初の市販（OTC）連続血糖モニタリングデバイスとして承認した。この画期的

な承認は、特にインスリンを使用しない糖尿病患者や、自分の血糖値パターンを理解し

たいと考える一般消費者に対して、糖尿病管理技術へのアクセスを大幅に拡大するもの

だ。手軽な連続モニタリングにより、血糖値の危険な高低を早期に検知し、日常生活に

おける自己管理の質を高めることができる。

技術・臨床詳細

デクスコムSteloシステムは、小型の使い捨てセンサーを皮膚に装着し、Bluetoothを介

してスマートフォンアプリにデータを送信する。このセンサーは最大15日間連続で使用

可能で、15分ごとに血糖トレンドの読み取り値を提供する。アプリは使いやすいインタ

ーフェースで、現在の血糖値、過去のトレンド、そして将来の血糖変動予測を表示す

る。これにより、ユーザーは食事、運動、ストレスなどの要因が血糖値にどのように影

響するかをリアルタイムで把握できる。FDAの承認は、広範な臨床データに基づき、

Steloシステムが正確で信頼性の高い血糖データを提供し、小児を含む幅広い年齢層に

おいて安全に使用できることを裏付けている。この技術は、血糖値を継続的に可視化す

ることで、個々の患者に合わせた行動変容を促す。

背景・業界文脈

連続血糖モニタリング（CGM）技術は、これまで主にインスリン依存性糖尿病患者に

処方されてきた。しかし、米国だけでも数百万人が糖尿病予備軍またはインスリンを使

用しない2型糖尿病患者であり、これらの人々も血糖値を継続的にモニタリングするこ

とで、病状の悪化を予防したり、より健康的な生活習慣を確立したりできる可能性があ

る。SteloシステムのOTC承認は、CGM技術の民主化を促進し、より多くの人々がパー

ソナライズされた健康情報にアクセスできる道を開く。これにより、医療機関への頻繁

な通院の必要性を減らし、家庭での自己管理の機会を増やすことが期待される。



今後の展望

デクスコムSteloシステムのOTC承認は、糖尿病管理市場に大きな影響を与えるだろ

う。今後、CGMデバイスは、従来の糖尿病治療だけでなく、健康維持や予防医療の分

野でも広く採用される可能性を秘めている。特に、子どもたちが早い段階から血糖管理

に慣れ親しむことで、長期的な健康アウトカムの改善に貢献するだろう。競合他社も同

様のOTC製品開発を進める中で、デクスコムは市場リーダーとしての地位を強化し、ユ

ーザー体験の向上や追加機能（例：食事ログ機能）の提供を通じて、糖尿病ケアの未来

を形作っていくことが期待される。

元記事: https://www.facebook.com/RadioWHAT/posts/the-fda-has-approved-dexcoms-stello-

system-the-first-continuous-glucose-monitor-/1629448919193442/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/RadioWHAT/posts/the-fda-has-approved-dexcoms-stello-system-the-first-continuous-glucose-monitor-/1629448919193442/
https://www.facebook.com/RadioWHAT/posts/the-fda-has-approved-dexcoms-stello-system-the-first-continuous-glucose-monitor-/1629448919193442/


#20 カリフォルニア大学サンディエゴ校が開発したスマ

ートリング「CHARM」、汗から複数のバイオマーカーを

継続追跡

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UC San Diego）の研究者たちが、汗から血糖

値、ケトン体、ビタミンC、尿酸、乳酸、アルコールを含む最大4種類の化学バイオマ

ーカーを継続的にモニタリングできるスマートリング「CHARM」を開発した。この

リングは、浸透性ハイドロゲルで汗をパッシブに採取し、電気化学センサーで化学情

報を電子信号に変換、スマートフォンへワイヤレス送信する。柔軟な亜鉛-酸化銀充電

バッテリーを搭載し、最大12時間稼働可能で、非侵襲的な健康モニタリングの有望な

アプローチを提示する。本プロトタイプは、未来の個別化医療と疾病早期発見に貢献

する可能性を秘めている。

公開日 2026年09月07日  Tech Briefs  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月、カリフォルニア大学サンディエゴ校（UC San Diego）の科学者たちは、

指の汗から血糖値、ケトン体、ビタミンC、尿酸、乳酸、アルコールといった複数のバ

イオマーカーを継続的に追跡できるスマートリング「CHARM」を発表した。このウェ

アラブルデバイスは、最大4種類の化学バイオマーカーを同時に分析することが可能で

あり、採血などの侵襲的な方法と比較して、ユーザーフレンドリーかつ非侵襲的な健康

モニタリングの新時代を切り開く。バッテリー駆動時間は最長12時間で、リアルタイム

データをスマートフォンにワイヤレスで送信する。

技術・臨床詳細

CHARMスマートリングは、革新的な浸透性ハイドロゲルを採用しており、能動的なポ

ンプや外部刺激なしに汗を皮膚から passively (受動的に) 採取する。採取された汗は、

リング内に配置された電気化学センサーアレイへと導かれ、各バイオマーカーの化学情

報を高感度かつ選択的に電子信号へと変換する。このセンサーアレイは、例えばグルコ

ースとケトン体を同時に、または他の複数のターゲットバイオマーカーを検知できるよ

う設計されている。電力は柔軟な亜鉛-酸化銀充電バッテリーによって供給され、1回の

充電で最大12時間の連続モニタリングが可能だ。収集されたデータはBluetoothなどを

介して近隣のスマートフォンにワイヤレスで送信され、専用アプリで分析・表示される

ため、ユーザーは自身の代謝状態や栄養摂取、ストレスレベルなどの包括的な健康状態

をリアルタイムで把握できる。

背景・業界文脈

ウェアラブル技術は近年急速に進歩しているが、その多くは心拍数や活動量などの物理

的指標に限定されてきた。化学バイオマーカーの継続的なモニタリングは、疾病の早期

診断、個別化医療、栄養管理などにおいて計り知れない潜在能力を持つものの、侵襲性

や信頼性の問題から実用化が課題だった。UC San Diegoが開発したCHARMリング

は、汗という非侵襲的なサンプル源から複数の重要なバイオマーカーを正確に追跡でき

る点で、従来の技術を一歩前進させる。これは、特に慢性疾患の自己管理や、アスリー

トのパフォーマンス向上、さらには一般の人々のウェルネス管理にも応用できる汎用性

を持つ。



今後の展望

CHARMスマートリングは現在研究プロトタイプの段階だが、その技術は将来的に、医

療現場だけでなく、消費者が日常的に健康状態を監視するための強力なツールとなる可

能性を秘めている。特に、糖尿病患者の血糖値とケトン体の一元的な管理、飲酒運転の

防止、アスリートの水分補給や疲労回復の最適化など、幅広い用途が考えられる。今後

の課題としては、長期間のデータ安定性、バッテリー寿命の延長、製造コストの削減、

そしてユーザーの快適性向上が挙げられる。これらの課題を克服すれば、CHARMリン

グは、個別化されたリアルタイム健康モニタリングを普及させる上で重要な役割を果た

すだろう。

元記事: https://www.techbriefs.com/component/content/article/55842-5ws-of-a-biomarker-

smart-ring

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.techbriefs.com/component/content/article/55842-5ws-of-a-biomarker-smart-ring
https://www.techbriefs.com/component/content/article/55842-5ws-of-a-biomarker-smart-ring


#21 米テクノロジー企業とシンガポール南洋理工大学が

開発：汗から数十種類のバイオマーカーを継続モニタリン

グするウェアラブルパッチ

概要

アメリカのテクノロジー企業とシンガポール南洋理工大学の研究者たちが、汗から数

十種類の健康バイオマーカー（ストレスホルモン、血糖値、電解質、炎症マーカーな

ど）を継続的にモニタリングできるウェアラブルパッチを開発している。これらのパ

ッチは、微細なセンサーとAIアルゴリズムを統合し、非侵襲的に様々な病状の早期兆

候を検出し、リアルタイムでスマートフォンに結果を送信できるプロトタイプも存在す

る。これにより、病気の早期発見と予防、個別化された健康管理を大きく進歩させる

可能性を秘めている。この技術は、個人の健康状態を常時把握し、医療介入を最適化

するための強力なツールとなるだろう。

公開日 2026年09月03日  IEEE Sensors Journal (Facebook)  アメリカ, シンガポール



詳細

主要成果

アメリカのテクノロジー企業とシンガポール南洋理工大学の研究チームは、汗から数十

種類の健康バイオマーカーを継続的にモニタリング可能なウェアラブルパッチの開発を

進めている。この革新的なデバイスは、ストレスホルモン、血糖値、電解質、炎症マー

カーなどを非侵襲的に直接汗から検出し、様々な病状の早期警告サインを捉えることを

目指す。一部のプロトタイプはすでにリアルタイムでスマートフォンに結果を送信でき

る段階にあり、個人の健康状態を常時把握し、予防医療や個別化医療を推進する上で重

要な進展となる。

技術・臨床詳細

これらのウェアラブルパッチは、皮膚に直接貼り付けることで機能し、微細なセンサー

アレイと高度な電気化学的または非電気化学的センシング技術を組み込んでいる。パッ

チは、汗に含まれる特定の分子を識別し、その濃度を電気信号に変換する。この生デー

タは、搭載されたマイクロプロセッサやAIアルゴリズムによって解析され、異常なパタ

ーンや健康リスクの兆候を検出する。さらに、無線通信モジュールを介して、データは

リアルタイムでユーザーのスマートフォンアプリに送信され、視覚的に分かりやすい形

で表示される。これにより、ユーザーは自身の生理学的変化を即座に認識し、例えば脱

水状態、ストレスレベルの変動、血糖値の異常、または炎症反応の発生などを把握でき

る。臨床的な検証においては、既存の診断方法と並行して精度の評価が進められている

段階だ。

背景・業界文脈

侵襲的な採血や頻繁な医療機関への訪問なしに、健康状態を継続的にモニタリングする

ニーズは高まっている。汗は、血液中の多くのバイオマーカーを反映する非侵襲的な体

液であり、ウェアラブルセンサーの理想的なターゲットとされてきた。しかし、汗の採

取の信頼性や、多種多様なバイオマーカーを正確に検出する技術的課題がこれまで実用

化を妨げてきた。今回の開発は、微細加工技術、材料科学、人工知能の進歩が融合する

ことで、これらの課題を克服しつつあることを示している。特にAIアルゴリズムの導入

は、複雑な汗の成分から意味のある健康情報を抽出し、誤警報を減らす上で不可欠であ

る。



今後の展望

これらのウェアラブル汗センサーパッチは、将来的にスポーツ医学、慢性疾患管理、軍

事応用、労働環境での健康監視など、多岐にわたる分野での応用が期待される。特に、

遠隔医療や予防医療の文脈では、患者が自宅で自身の健康状態を継続的に監視し、異常

があれば早期に医療介入を受けることを可能にする。今後の研究では、センサーの耐久

性、装着の快適性、データのセキュリティ、および大量生産におけるコスト削減が焦点

となるだろう。これらの課題が解決されれば、汗センサーはスマートウォッチやフィッ

トネストラッカーと同様に、日常的な健康管理ツールとして広く普及する可能性があ

る。

元記事: https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/call-for-readingeditorchoice-

reviewadvances-in-non-electrochemical-sensing-of-hu/1081404908217220/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/call-for-readingeditorchoice-reviewadvances-in-non-electrochemical-sensing-of-hu/1081404908217220/
https://www.facebook.com/BiosensorsMDPI/posts/call-for-readingeditorchoice-reviewadvances-in-non-electrochemical-sensing-of-hu/1081404908217220/


#22 2026年糖尿病テクノロジーの5大トレンド：長期持

続型CGM、OTC展開、多機能モニタリングが進化

概要

2026年の糖尿病テクノロジーにおいて、特に注目すべき5つの主要トレンドが浮上し

ている。これには、FDAが承認したDexcom G7 15日システムのような長期持続型連

続血糖モニタリング（CGM）センサー、処方箋なしで利用可能なDexcom Stelo（2

歳以上向け）によるCGMの適用拡大、アボットのLibre Duo 10日連続デュアル血

糖・ケトンモニタリングシステムのように血糖値以外のバイオマーカーもモニタリング

するデバイスの登場が含まれる。これらの進展は、糖尿病患者の自己管理を大幅に簡

素化し、より個別化されたケアを可能にする。テクノロジーの進化は、糖尿病治療の

未来を形作る上で不可欠な要素となっている。

公開日 2026年09月08日  DiabeticSupplieInc.com  不明



詳細

主要成果

2026年、糖尿病テクノロジーは急速な進化を遂げており、その中で5つの主要トレンド

が市場と患者ケアに大きな影響を与えている。これらのトレンドは、センサーの持続期

間延長、連続血糖モニタリング（CGM）の非インスリン使用者への普及、そして血糖

値だけでなくケトン体などの複数のバイオマーカーを同時にモニタリングする複合デバ

イスの登場に集約される。特に、米国FDAが認可したDexcom G7 15日システムのよ

うな長期センサーや、処方箋なしで入手可能なDexcom Steloの拡大は、患者の利便性

とアクセス性を飛躍的に向上させている。

技術・臨床詳細

糖尿病テクノロジーの進化は、具体的な製品と機能によって支えられている。例えば、

Dexcom G7システムはセンサーの装着期間が延び、交換頻度が減ることで、患者の負

担軽減に貢献している。また、Dexcom Steloは、2歳以上のインスリン非使用者を対

象とした初の市販（OTC）CGMとして承認され、糖尿病予備軍や2型糖尿病患者にも

血糖値の継続的な洞察を提供し始めた。これは、食事や運動が血糖値に与える影響をリ

アルタイムで理解し、行動変容を促す強力なツールとなっている。さらに、アボットの

Libre Duo 10日連続デュアル血糖・ケトンモニタリングシステムは、世界で初めて血糖

値とケトン体を同時にモニタリングする機能を提供し、糖尿病性ケトアシドーシス

（DKA）のリスクを早期に検知する画期的な手段となっている。これらのデバイスは、

Bluetoothやスマートフォンアプリと連携し、データ分析とアラート機能を通じて、ユ

ーザーにパーソナライズされた情報を提供する。

背景・業界文脈

糖尿病患者の数は世界的に増加の一途を辿っており、より効果的かつ簡便な自己管理ツ

ールの需要が高まっている。従来の血糖自己測定（SMBG）は、断続的なデータしか得

られず、血糖変動の全体像を把握するのが困難だった。CGMの普及は、この課題を解

決し、夜間の低血糖リスクの回避や運動時の血糖コントロール向上など、多くのメリッ

トをもたらしてきた。しかし、インスリンを使用しない患者にとっての必要性や、ケト

ン体モニタリングの重要性に対する認識は、これまで十分に浸透していなかった。今回

のトレンドは、これらのギャップを埋め、より包括的な糖尿病ケアへと移行する業界の

動きを反映している。



今後の展望

これらのトレンドは、糖尿病管理をより個別化され、予防中心のアプローチへと変貌さ

せる可能性を秘めている。今後も、センサー技術のさらなる小型化、精度向上、装着の

快適性、そして他の生体信号との統合が進むと予想される。特にAI（人工知能）を活用

したデータ解析や、インスリンポンプなどの薬剤投与システムとの連携強化は、完全自

動化された閉ループシステムの実現に向けた重要なステップとなるだろう。これらのテ

クノロジーは、糖尿病患者のQOLを劇的に改善し、医療システムの効率化にも貢献する

ことが期待される。

元記事: https://www.diabeticsupplieinc.com/diabetes-technology-is-changing-fast-5-trends-

to-know-in-2026/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.diabeticsupplieinc.com/diabetes-technology-is-changing-fast-5-trends-to-know-in-2026/
https://www.diabeticsupplieinc.com/diabetes-technology-is-changing-fast-5-trends-to-know-in-2026/


#23 環境水中のゲオスミンを超高感度で検出：再利用可

能なSERS活性多孔質シリコンマイクロアレイが30分で

GC-MS/MSに匹敵する性能

概要

ポータブルなアプタマー機能化SERSマイクロアレイが開発され、養殖業および環境水

サンプル中のゲオスミンを迅速、再利用可能、超高感度で検出できるようになった。

このAg-pSiナノ構造を基盤とするプラットフォームは、少量サンプルから30分以内に

痕跡レベルの定量化を可能にし、従来のGC-MS/MS法と同等の分析性能を示す。高い

再利用性、安定性、選択性を持つため、環境モニタリングや食品安全の分野で重要な

役割を果たす。この技術は、水質汚染物質の迅速な現場検出において新たな標準を確

立する可能性がある。

公開日 2026年09月03日  ACS Publications  不明



詳細

主要成果

2026年9月3日、養殖業および環境水サンプル中のゲオスミンを、迅速かつ再利用可

能、そして超高感度で検出できるポータブルなアプタマー機能化SERS（表面増強ラマ

ン散乱）マイクロアレイが開発されたと報じられた。このAg-pSi（銀-多孔質シリコン）

ナノ構造を基盤とする革新的なプラットフォームは、わずか30分という短時間で、少量

サンプルからの痕跡レベルの定量化を可能にする。その分析性能は、従来のガスクロマ

トグラフィー質量分析法（GC-MS/MS）と同等でありながら、現場での迅速な利用と

いう大きな利点を提供する。

技術・臨床詳細

このSERSマイクロアレイは、銀（Ag）ナノ粒子が装飾された多孔質シリコン（pSi）

基板上に構築されており、そのナノ構造はラマン散乱信号を劇的に増強する能力を持

つ。検出対象であるゲオスミンに特異的に結合するアプタマー（核酸分子）が表面に固

定化されており、これにより高い選択性が実現される。サンプル水中のゲオスミンが存

在すると、アプタマーとの結合により分子がセンサー表面に捕捉され、レーザー照射時

に増強されたラマン信号が検出される。この信号強度からゲオスミン濃度が定量され

る。システムのポータブル性は、現場でのリアルタイム分析を可能にし、実験室での複

雑な前処理や高価な大型機器の必要性を排除する。また、化学洗浄によりセンサーチッ

プを複数回再利用できるため、コスト効率も高い。この技術は、特に水中の異臭味成分

であるゲオスミンを微量で検出する能力に優れ、水産物の品質管理や飲料水の安全性確

保に直結する。

背景・業界文脈

ゲオスミンは、土壌細菌や一部の藍藻類によって生成される自然物質であり、極めて低

い濃度であっても水にカビ臭や土臭といった不快な異臭味を与える。これは飲料水の品

質問題だけでなく、養殖魚介類の風味を損ない、経済的損失を引き起こす原因ともな

る。従来のゲオスミン検出法であるGC-MS/MSは高精度だが、時間とコストがかか

り、専門的な設備と技術を必要とするため、現場での迅速なスクリーニングには不向き

だった。新しいSERSマイクロアレイは、このギャップを埋め、非専門家でも容易に操

作できる簡便性と、高度な分析機器に匹敵する検出能力を両立させることで、水産・環

境分野におけるモニタリング体制の強化に貢献する。



今後の展望

このポータブルで再利用可能なSERSマイクロアレイは、水質モニタリングと食品安全

分野に革命をもたらす可能性を秘めている。今後は、ゲオスミン以外の様々な水質汚染

物質や毒性物質、さらには食品中の病原体やアレルゲンの検出にも応用範囲を広げるこ

とが期待される。小型化、さらなる検出限界の向上、そしてより多様な環境条件での堅

牢性の確保が今後の研究の焦点となるだろう。この技術が普及すれば、地域社会におけ

る水資源の管理、養殖産業の持続可能性向上、そして消費者の食品安全に対する信頼向

上に大きく寄与する。特に開発途上国や遠隔地における水質管理インフラの整備におい

ても、そのポータブル性とコスト効率性は大きなメリットとなるだろう。

元記事:

https://pubs.acs.org/amachv/article/doi/10.1021/acsmeasuresciau.6c00177/5408871/Ultrasens

Geosmin-Sensing-Using-Reusable-SERS

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/amachv/article/doi/10.1021/acsmeasuresciau.6c00177/5408871/Ultrasensitive-Geosmin-Sensing-Using-Reusable-SERS
https://pubs.acs.org/amachv/article/doi/10.1021/acsmeasuresciau.6c00177/5408871/Ultrasensitive-Geosmin-Sensing-Using-Reusable-SERS


#24 MDPIが皮膚装着型ウェアラブル健康モニタリング

デバイスの最新動向をレビュー：汗ベースの生化学センサ

ーに焦点

概要

MDPIは、皮膚装着型ウェアラブル健康モニタリングデバイスの最新トレンドに関する

レビュー論文を発表し、特に温度、電気生理学的、および汗ベースの生化学センサー

に焦点を当てている。汗は、その豊富な化学バイオマーカー（血糖値、乳酸、エタノ

ール、コルチゾールなど）が生理学的状態を反映するため、非侵襲的なウェアラブル

アプリケーションにとって最も有望な生体液として強調されている。このレビュー

は、臨床シナリオにおける継続的なモニタリングの重要性を再確認し、将来的な個別

化医療の基盤を築く上で、汗ベースセンサーが果たす役割を強調している。

公開日 2026年09月11日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

2026年9月11日、学術出版社MDPIは、皮膚装着型ウェアラブル健康モニタリングデバ

イスの最新トレンドと展望に関する包括的なレビューを発表した。このレビューは、特

に体温、電気生理学的信号（心電図など）、そして汗ベースの生化学センサーに焦点を

当てている。特筆すべきは、汗が、その多様な化学バイオマーカー（血糖値、乳酸、エ

タノール、コルチゾールなど）が個体の生理学的状態を正確に反映するため、非侵襲的

なウェアラブルアプリケーションにおいて最も有望な生体液であると強調されている点

である。この洞察は、臨床現場における継続的なリアルタイムモニタリングの重要性を

裏付けている。

技術・臨床詳細

レビューでは、各センサー技術の進歩が詳細に解説されている。温度センサーは、発熱

や炎症の早期発見に役立ち、電気生理学的センサーは、心臓病や神経疾患の診断・モニ

タリングに不可欠である。特に力を入れているのが汗ベースの生化学センサーであり、

マイクロ流体システムと高感度電気化学的または光学センサーを統合することで、微量

の汗から複数のバイオマーカーを正確に検出する技術が進化している。例えば、血糖値

の連続モニタリングによる糖尿病管理の改善、乳酸値によるアスリートの疲労度評価、

コルチゾール値によるストレスレベルの把握などが挙げられる。これらのセンサーは、

柔軟な基板上に実装され、皮膚の動きに追従し、長時間の快適な装着を可能にしてい

る。データは無線でスマートフォンやクラウドに送信され、AIを活用した解析によっ

て、ユーザーの健康状態に関するパーソナライズされた洞察を提供する。

背景・業界文脈

従来の医療診断は、定期的な検査や特定の症状が現れた時に行われることが多く、健康

状態の継続的な把握は困難だった。しかし、慢性疾患の増加と予防医療への関心の高ま

りから、日常的な健康モニタリングへの需要が急増している。皮膚装着型ウェアラブル

デバイスは、この需要に応える強力なツールとして位置付けられている。汗ベースのセ

ンサーは、採血のような侵襲的な手順を必要とせず、血液と良好な相関を示す多くの情

報を提供できるため、特に患者の負担軽減と長期的なコンプライアンス向上に貢献する

と期待されている。この技術は、個別化医療、遠隔医療、そして疾病予防の新たなフロ

ンティアを切り開くものだ。



今後の展望

レビューは、皮膚装着型ウェアラブルデバイスの今後の展望についても言及している。

さらなる小型化、高精度化、マルチモーダルセンシング（複数のセンサータイプを統

合）の強化、そしてエネルギーハーベスティング技術によるバッテリー寿命の延長が主

要な研究開発課題となる。また、データのプライバシーとセキュリティの確保、医療機

器としての規制要件への対応も不可欠だ。将来的には、これらのデバイスは、個人の健

康データを継続的に収集・解析し、潜在的な健康リスクを早期に警告することで、予防

介入を最適化する「パーソナルヘルスラボ」としての役割を果たすだろう。これによ

り、より健康的で質の高い生活の実現に貢献し、医療費の削減にも繋がることが期待さ

れる。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8220/26/18/5770

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8220/26/18/5770


#25 ナノテクノロジーが食品安全診断を革新：ナノセンサ

ーとナノ材料を用いた食中毒菌検出の進歩をレビュー

概要

本レビューは、食品安全診断におけるナノテクノロジーの重要な進歩、特に食中毒菌

検出のためのナノセンサーとナノ材料の応用を強調している。グラフェン、カーボンナ

ノチューブ、金ナノ粒子、量子ドットなどの炭素系ナノ材料が電気化学および光学バイ

オセンサーに利用され、感度の向上、電子移動の促進、そして複雑な食品マトリック

ス中の大腸菌やサルモネラ菌などの病原体の迅速かつ選択的な検出を可能にする。こ

れらの技術はマイクロ流体プラットフォームにも統合され、リアルタイムモニタリング

を実現することで、食品安全管理のパラダイムシフトをもたらす。

公開日 2026年09月04日  PrimePeer Publishing  不明



詳細

主要成果

2026年9月4日、PrimePeer Publishingは、ナノテクノロジーが食品安全診断に革命を

もたらす重要な進歩についてレビューを発表した。このレビューは特に、食中毒菌検出

に用いられるナノセンサーと各種ナノ材料の応用に着目している。炭素系ナノ材料（グ

ラフェン、カーボンナノチューブ）、金ナノ粒子、量子ドットといった材料が電気化学的

および光学的バイオセンサーに活用されることで、検出感度の大幅な向上、電子移動効

率の促進、そして複雑な食品マトリックス中における大腸菌やサルモネラ菌といった病

原体の迅速かつ選択的な検出が可能になることを示している。

技術・臨床詳細

ナノ材料は、その独特な物理化学的特性により、バイオセンサーの性能を劇的に向上さ

せる。例えば、グラフェンやカーボンナノチューブは高い表面積と優れた導電性を持

ち、電気化学センサーにおける検出信号の増幅と電子移動速度の向上に貢献する。金ナ

ノ粒子は、表面プラズモン共鳴（SPR）や表面増強ラマン散乱（SERS）といった光学

的手法において信号増強効果を発揮し、また生体分子の固定化にも適している。量子ド

ットは、優れた蛍光特性と光安定性を持ち、高感度な蛍光ベースのバイオセンサーに利

用される。これらのナノ材料は、抗体やアプタマーなどの認識要素と組み合わせること

で、特定の病原体に対して高い選択性を持つバイオセンサーを構築できる。さらに、こ

れらのナノセンサーはマイクロ流体デバイスと統合されることで、サンプル調製から検

出までを自動化し、現場でのリアルタイムモニタリングや多項目同時検出を実現するコ

ンパクトな「ラボ・オン・チップ」システムを構築することが可能となる。

背景・業界文脈

食中毒は世界中で公衆衛生上の大きな課題であり、食品産業に多大な経済的損失をもた

らしている。従来の病原体検出法（培養法など）は時間がかかり、迅速な対応が求めら

れる食品サプライチェーンには不向きだった。分子生物学的手法（PCRなど）は高速だ

が、専門的な機器と訓練が必要となる。ナノテクノロジーに基づくバイオセンサーは、

高感度、高速、携帯性、そして低コストという点で、これらの課題を克服する有望な代

替手段として浮上している。これにより、食品加工施設、小売店、さらには家庭におい

て、より効率的で早期な食品汚染の検出が可能となり、食料安全保障の強化に寄与す

る。



今後の展望

ナノセンサー技術の発展は、食品安全分野に革命的な変化をもたらすだろう。今後は、

さらに多様な食品媒介病原体や毒素を同時に検出できるマルチプレックスセンサーの開

発、環境モニタリングへの応用拡大、そして人工知能（AI）との統合によるデータ解析

能力の強化が期待される。また、使い捨て型でさらに簡便な製品の開発や、食品パッケ

ージへの直接的な組み込み（スマートパッケージング）も進むだろう。これらのイノベ

ーションは、食品の生産から消費までの全過程におけるトレーサビリティと安全性を向

上させ、消費者の信頼を確保し、グローバルな食料サプライチェーンのレジリエンスを

高める上で重要な役割を果たす。

元記事: https://primepeerpublishing.org/article/applications-of-nanotechnology-in-food-

safety-a-review-of-nanosensors-and-nanomaterials-for-foodborne-pathogen-detection

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://primepeerpublishing.org/article/applications-of-nanotechnology-in-food-safety-a-review-of-nanosensors-and-nanomaterials-for-foodborne-pathogen-detection
https://primepeerpublishing.org/article/applications-of-nanotechnology-in-food-safety-a-review-of-nanosensors-and-nanomaterials-for-foodborne-pathogen-detection


#26 Thrive Precision Health Instituteが量子バイオ

センサーで費用対効果の高い高精度な在宅病原体検出を実

現

概要

Thrive Precision Health Instituteは、費用対効果が高く、高精度で、デジタル統合さ

れた量子バイオセンサーを開発し、バイオマーカーや病原体の迅速な在宅検出を実現

している。この革新は、リアルタイムのデータ送信とAI駆動型分析を可能にすること

でヘルスケアを分散化し、個別化された健康洞察とケアプラン調整を提供する。特

に、伝統的な医療インフラを迂回することで、医療サービスが十分に行き届いていな

いコミュニティに大きな利益をもたらすことが期待される。この技術は、アクセス可

能で公平なヘルスケアの未来を形作るための重要な一歩である。

公開日 2026年09月04日  Thrive Precision Health Institute  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月4日、Thrive Precision Health Instituteは、量子バイオセンサー技術の最

前線に立ち、バイオマーカーと病原体を迅速かつ自宅で検出できる、費用対効果が高

く、高精度で、デジタル統合されたセンサーを開発していると発表した。この革新は、

リアルタイムデータ送信とAI駆動型分析を通じてヘルスケアを分散化することを目指し

ており、個別化された健康洞察とケアプラン調整を提供する。特に、伝統的な医療イン

フラにアクセスが困難な地域や、十分な医療サービスが提供されていないコミュニティ

に、大きな利益をもたらすことが期待されている。

技術・臨床詳細

Thrive Precision Health Instituteの量子バイオセンサーは、量子力学的現象を利用し

て、極めて低い濃度のバイオマーカーや病原体を高感度かつ高選択的に検出する。この

技術は、従来の生化学的検出方法と比較して、より迅速な結果をわずかなサンプル量で

提供できるのが特徴だ。センサーは、デジタルプラットフォームとシームレスに統合さ

れており、検出されたデータは患者のスマートフォンやタブレットを通じてセキュアな

クラウドシステムに即座に送信される。クラウド上では、高度なAIアルゴリズムが収集

されたデータを解析し、個々の患者に合わせた健康リスク評価、疾病の早期兆候、そし

て治療応答の予測を提供する。このシステムは、ユーザーフレンドリーな設計により、

医療従事者だけでなく一般のユーザーも自宅で簡単に操作でき、継続的なモニタリング

と予防的な健康管理を可能にする。

背景・業界文脈

現代のヘルスケアシステムは、アクセス性の不均一性、高コスト、そして診断までの時

間の長さといった課題に直面している。特に、パンデミックの経験から、迅速かつ分散

型で利用可能な診断ツールへのニーズが高まっている。量子バイオセンサーのような技

術は、これらの課題を解決し、ヘルスケアをより患者中心で、予防に重点を置いたモデ

ルへと転換させる可能性を秘めている。在宅での高精度な診断を可能にすることで、診

断までの時間を劇的に短縮し、疾病の早期発見と早期治療介入を促進する。これは、特

に慢性疾患管理や感染症の監視において、公衆衛生上の大きな利益をもたらす。



今後の展望

Thrive Precision Health Instituteが開発する量子バイオセンサーは、ヘルスケアの未

来を再定義する可能性を秘めている。今後、この技術はさらに多様なバイオマーカーや

病原体の検出に拡張され、より包括的な健康モニタリングソリューションへと進化する

だろう。将来的には、ウェアラブルデバイスやスマートホーム環境に統合され、個人の

健康データを継続的に収集・分析することで、AIが自動的に個別化された健康アドバイ

スや治療調整を提案するようになるかもしれない。この分散型・デジタルヘルスケアア

プローチは、医療リソースが限られている地域や、高齢化社会における在宅ケアのニー

ズに対応し、より公平でアクセスしやすいヘルスケアシステムの構築に貢献することが

期待される。

元記事: https://tphinstitute.org/program/biomarker-discovery/

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://tphinstitute.org/program/biomarker-discovery/


#27 MDPIが開発：Ag-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハイ

ブリッドSPRチップが水中の重金属イオン混合物を超高

感度で検出

概要

研究者たちは、Ag-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハイブリッド構造を基盤とする新規表面

プラズモン共鳴（SPR）センシングチップを開発し、水中の重金属イオン混合物

（例：Hg[II]、Zn[II]）を超高感度で検出することに成功した。材料の厚さと層を系統

的に最適化することで、このチップはZn[II]に対し最大1.599 × 10^6 deg/RIUという

感度を達成し、従来のセンサーよりも2桁も高い。これは、環境モニタリングや潜在的

な疾病バイオマーカー検出における競争力のある選択肢となる。本技術は、水質汚染

の迅速かつ正確な評価に貢献し、公衆衛生と環境保護に寄与する。

公開日 2026年09月09日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

2026年9月9日、MDPIから発表された研究において、Ag-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハ

イブリッド構造をベースとする革新的な表面プラズモン共鳴（SPR）センシングチップ

が提案された。このチップは、水環境中の重金属イオン混合物（例えば水銀(II)イオン、

亜鉛(II)イオン）を超高感度で検出する能力を持つ。材料の厚さと層構造の系統的な最適

化を通じて、特に亜鉛(II)イオンに対して1.599 × 10^6 deg/RIUという極めて高い感度

を達成し、これは従来のSPRセンサーと比較して2桁も優れていることを示している。

技術・臨床詳細

この新型SPRセンシングチップは、貴金属（銀：Ag）、強誘電体（BiFeO₃）、二次元材

料（二硫化モリブデン：MoS₂、グラフェン）を組み合わせた多層ハイブリッド構造を

採用している。SPR現象は、金属表面で発生する電子波（表面プラズモン）と入射光の

相互作用を利用して、誘電体（水サンプルなど）の屈折率変化を検出する技術である。

このチップの感度向上の鍵は、各層の厚さと配置の精密な設計にある。特にBiFeO₃

は、その独特な電気・光学特性によりSPR信号を増強し、MoS₂とグラフェンは高い表

面積と電子伝導性を提供することで、重金属イオンの捕捉と検出を促進する。重金属イ

オンがチップ表面に結合すると、屈折率が変化し、それがSPR角度の変化として高感度

に検出される。この技術は、微量な重金属イオンを高精度で定量できるため、飲料水や

産業排水のリアルタイムモニタリングに理想的である。

背景・業界文脈

重金属イオンによる水質汚染は、環境生態系と人間の健康に深刻な影響を及ぼす世界的

な問題である。水銀、鉛、カドミウムなどの重金属は、毒性が高く、食物連鎖を通じて

生物濃縮されるリスクがある。従来の重金属検出法（原子吸光分析、ICP-MSなど）は

高精度だが、高価な機器、複雑なサンプル前処理、そして専門的な操作が必要であり、

現場での迅速なスクリーニングには不向きだった。SPRセンサーは、リアルタイム、ラ

ベルフリー、非侵襲的な検出が可能なため、水質モニタリングの有望な技術として注目

されてきたが、感度の限界があった。本研究は、ナノ材料を組み合わせたハイブリッド

構造により、この感度課題を克服し、実用的な超高感度検出プラットフォームを提供す

る。



今後の展望

このAg-BiFeO₃-MoS₂-グラフェンハイブリッドSPRチップは、環境水中の重金属汚染

を監視するための競争力のあるソリューションとなるだけでなく、その高感度は、潜在

的に疾病バイオマーカー（例えば、特定の癌や神経変性疾患に関連する微量金属イオ

ン）の検出にも応用できる可能性を秘めている。今後の研究では、検出できる重金属イ

オンの種類をさらに拡大し、実際の複合サンプル中での選択性と堅牢性を検証すること

が焦点となるだろう。この技術が普及すれば、水質汚染による公衆衛生リスクの早期警

告システムを強化し、持続可能な環境管理に大きく貢献することが期待される。さら

に、バイオメディカル分野への応用展開により、新たな診断ツールの開発を加速させる

可能性も持つ。

元記事: https://www.mdpi.com/2072-666X/17/9/1067

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2072-666X/17/9/1067


#28 Beyond Air社の肺疾患治療デバイスがFDA画期的

なデバイス指定を取得：簡易型バイオセンサー製造技術が

臓器移植改善へ

概要

Beyond Air社は、非結核性抗酸菌症肺疾患を治療する「LungFit GO」デバイスに対

し、FDAの画期的なデバイス指定を取得した。この指定は、重篤な疾患に対するより

効果的な治療または診断を提供する医療機器の開発と審査プロセスを加速させること

を目的としている。加えて、研究者たちはバイオセンサーのより簡便な製造方法を考

案しており、これにより医療研究や専門クリニック向けの生産が向上し、ドナー臓器

のより適切な識別を支援できる可能性がある。これらの進展は、肺疾患治療と臓器移

植の分野において、患者アウトカムの改善に寄与するだろう。

公開日 2026年09月10日  Health Tech Publication  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月10日、Beyond Air社は、非結核性抗酸菌症（NTM）肺疾患を治療するた

めの「LungFit GO」デバイスについて、米国食品医薬品局（FDA）から画期的なデバ

イス指定（Breakthrough Device Designation）を取得したと発表した。この指定

は、重篤または生命を脅かす疾患に対して、より効果的な治療または診断を提供する医

療機器の開発および審査プロセスを加速させることを目的としている。また、記事で

は、研究者たちがバイオセンサーの製造方法を簡素化する新技術を開発していることに

も言及しており、これが医療研究や専門クリニックでの生産能力を高め、最終的にはよ

り多くのドナー臓器を移植に適格として識別するのに役立つ可能性が示されている。

技術・臨床詳細

Beyond Air社のLungFit GOデバイスは、吸入一酸化窒素（iNO）による治療を家庭や

病院以外の環境で提供することを目的としている。iNOは、NTM肺疾患などの呼吸器疾

患において、抗炎症作用や抗菌作用を発揮するとされる。FDAの画期的なデバイス指定

は、このデバイスが既存の治療法と比較して、NTM肺疾患患者の治療成績を著しく改善

する可能性があることを示唆している。一方、バイオセンサー製造の簡素化に関する研

究は、複雑な多段階プロセスを必要とする現在の製造方法に対し、より迅速で費用対効

果の高いアプローチを模索している。具体的には、3Dプリンティング、マイクロ流体技

術、新規材料開発などを組み合わせることで、センサーの生産性を大幅に向上させるこ

とが目指されている。これらの簡素化された製造方法は、特に、ドナー臓器（肺など）

の生存能力や適合性を迅速かつ客観的に評価するための診断バイオセンサーの供給を増

加させ、臓器移植における選択基準を改善する可能性を秘めている。

背景・業界文脈

非結核性抗酸菌症（NTM）肺疾患は、診断と治療が困難な慢性的な呼吸器感染症であ

り、既存の治療選択肢が限られている。そのため、LungFit GOのような革新的なデバ

イスは、患者のQOL向上と治療アウトカム改善に大きく貢献しうる。FDAの画期的な

デバイス指定は、このような未解決の医療ニーズに対応する技術に対する規制当局の積

極的な姿勢を反映している。また、臓器移植の分野では、適合するドナー臓器の不足が

深刻な問題となっており、提供された臓器の質を正確に評価する能力は、移植成功率を

向上させる上で極めて重要である。バイオセンサー製造の効率化は、この評価プロセス

を標準化し、より多くの臓器が安全に利用できるようになるための基盤を提供する。



今後の展望

Beyond Air社のLungFit GOデバイスは、FDAの迅速審査パスを通じて、早期に市場投

入されることが期待される。これにより、NTM肺疾患の治療風景が変化し、よりアク

セスしやすく効果的な治療が提供されるようになるだろう。同時に、バイオセンサー製

造技術の進展は、医療診断全般、特に臓器移植における品質管理と適合性評価に大きな

影響を与える。より安価で大量生産可能なバイオセンサーの登場は、診断薬や研究ツー

ルの普及を促進し、個別化医療の進展にも寄与する。これらの技術革新は、相互に補完

し合いながら、患者ケアの向上と医療システムの効率化に貢献し、将来的にはドナー臓

器の利用率を高め、移植待機患者の命を救う可能性を秘めている。

元記事:

https://www.medicaldesigndevelopment.com/topics/devices/news/22974175/monitoring-

tech-could-help-identify-more-donor-lungs-for-transplantation

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.medicaldesigndevelopment.com/topics/devices/news/22974175/monitoring-tech-could-help-identify-more-donor-lungs-for-transplantation
https://www.medicaldesigndevelopment.com/topics/devices/news/22974175/monitoring-tech-could-help-identify-more-donor-lungs-for-transplantation


#29 ロシュ・ダイアグノスティックス、多様な医療現場

向けに包括的なポイントオブケア診断ソリューションポー

トフォリオを強化

概要

ロシュ・ダイアグノスティックスは、デバイス、プラットフォーム、デジタル製品、サ

ービスを網羅する広範なポイントオブケア（POC）診断ソリューションのポートフォ

リオを推進しています。これらの統合されたソリューションは、診療所から救急病

棟、患者宅に至るまで多様な医療現場で、迅速かつ正確で信頼性の高い診断結果を提

供することを目指しています。診断プロセスの効率化を通じて、疾患の早期発見、予

防、管理を強化し、患者アウトカムの改善に貢献することが期待されます。

公開日 2026年09月09日  Roche Diagnostics  アメリカ



詳細

主要成果

ロシュ・ダイアグノスティックスは、その包括的なポイントオブケア（POC）診断ソリ

ューションポートフォリオを拡大・強化していることを発表しました。このポートフォ

リオには、革新的な診断デバイス、データ管理プラットフォーム、デジタルヘルス製

品、そしてサポートサービスが含まれており、様々な医療現場における診断プロセスの

効率化と精度向上を目指しています。

技術・臨床詳細

ロシュのPOCソリューションは、多岐にわたる医療ニーズに対応するよう設計されてお

り、血液ガス分析器、心臓マーカー測定器、感染症迅速検査キットなどが含まれます。

これらのデバイスは、中央検査室に依存することなく、患者の傍らで迅速に結果を提供

できるため、緊急性の高い状況での診断や治療意思決定までの時間を大幅に短縮しま

す。デジタルプラットフォームは、POCデバイスから得られたデータを一元的に管理

し、医療記録システムとのシームレスな統合を可能にすることで、データ管理の負担を

軽減し、よりタイムリーな患者ケアを支援します。

背景・業界文脈

近年、医療現場では、迅速な診断による早期介入の重要性が高まっています。特にパン

デミックの経験は、分散型でアクセシブルな診断ソリューションの必要性を浮き彫りに

しました。ロシュ・ダイアグノスティックスのような大手企業がPOC分野に注力するこ

とは、この市場の成熟と、医療提供モデルの変化を反映しています。病院外でのケアや

遠隔医療の進展に伴い、POC診断は患者中心の医療を実現するための鍵となりつつあり

ます。

今後の展望

ロシュのPOCソリューションの強化は、診断の民主化を加速させ、より多くの患者が質

の高い診断を迅速に受けられるようになることを意味します。これにより、疾患の進行

を遅らせ、予防的な医療介入を可能にすることで、公衆衛生の改善に寄与すると期待さ

れます。また、AIや機械学習との統合が進むことで、POCデバイスはより高度な診断能

力と予測分析機能を持つようになり、個別化医療のさらなる発展に貢献するでしょう。



元記事: https://diagnostics.roche.com/us/en/products/product-category/lab-type/point-of-

care-testing-poct.html

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diagnostics.roche.com/us/en/products/product-category/lab-type/point-of-care-testing-poct.html
https://diagnostics.roche.com/us/en/products/product-category/lab-type/point-of-care-testing-poct.html


#30 学術誌「Biosensors」2026年9月号、バイオセン

シング技術の統合システム進化を示す30論文を掲載

概要

専門学術誌「Biosensors」の2026年9月号（Volume 16, Issue 9）には、バイオセ

ンシング技術の最前線を示す30編の論文が掲載されました。これらの論文は、分子診

断、連続モニタリング、動的組織評価、臨床意思決定支援など、バイオセンサーが独

立したデバイスから統合システムへと進化していることを示しています。研究内容は、

生体認識、バイオインターフェース工学、トランスダクション、ウェアラブルセンサ

ー、マイクロニードルバイオセンサーといった多岐にわたる分野をカバーし、次世代バ

イオセンサー開発の方向性を示唆しています。

公開日 2026-09  MDPI - Biosensors  スイス



詳細

主要成果

MDPIが発行する国際学術誌「Biosensors」の2026年9月号（Volume 16, Issue 9）

が公開され、バイオセンシング技術の最新動向を網羅する30編の論文が掲載されまし

た。これらの論文は、従来の単一機能センサーから、より複雑な統合システムへと進化

するバイオセンサー技術の広範な進展を浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

本号に掲載された論文は、以下のような多角的な研究分野をカバーしています：

分子診断: 病原体やバイオマーカーの超高感度検出を可能にする新規センサープラッ

トフォーム。

連続モニタリング: ウェアラブルおよびインプランタブルデバイスによる生理学的パ

ラメータのリアルタイム追跡。

動的組織評価: 生体組織の微細環境変化を非侵襲的または最小侵襲で評価する技術。

臨床意思決定支援: 取得データを基にしたAI駆動型アルゴリズムによる診断と治療戦

略の最適化。

さらに、生体認識素子の設計、バイオインターフェース材料の最適化、信号トランスダ

クションメカニズムの革新、ウェアラブルセンサーの快適性と耐久性向上、そしてマイ

クロニードル技術を用いた低侵襲型バイオセンサーの開発に関する研究も多数含まれて

います。これらの技術は、診断精度と患者の利便性を飛躍的に向上させる可能性を秘め

ています。

背景・業界文脈

バイオセンサー研究は、個別の検出素子の開発から、システムとしての機能性、実用

性、統合性へと焦点を移しています。これは、医療だけでなく、環境モニタリング、食

品安全、産業プロセス制御など、より広範な応用分野からの需要が高まっているためで

す。特に、ウェアラブル技術やAIとの融合は、パーソナライズドヘルスケアと予防医療

の実現に向けた重要なステップと見なされています。



今後の展望

この特集号は、次世代バイオセンサーが、よりインテリジェントで、多機能かつユーザ

ーフレンドリーなデバイスとして発展していく方向性を示しています。研究成果は、新

たな診断法、効果的な疾病管理、そして健康維持のための革新的なツールの開発を加速

させるでしょう。学際的なアプローチと技術統合が、今後のバイオセンシング分野の成

長を牽引する主要な要素となると考えられます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/9

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/9


#31 FDA、ファイザー・バイオンテック社の2026-27

年シーズン向けXFG適応型COVID-19ワクチンを承認

概要

米国FDAは、ファイザーとバイオンテックが共同開発した2026-27年シーズン向けの

XFG適応型COVID-19ワクチンの承認を発表しました。この承認は、SARS-CoV-2ウ

イルスの進化に対応するため、既存ワクチンの改訂版を季節ごとに導入するという規

制当局の継続的な取り組みの一環です。公衆衛生戦略において、新たな変異株に対す

る防御を提供し、感染症予防の強化に寄与すると期待されます。

公開日 2026年09月03日  Medscape (推定)  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月3日、米国食品医薬品局（FDA）は、ファイザー社とバイオンテック社が共

同開発した2026-27年シーズン向けXFG適応型COVID-19ワクチンの承認を正式に発表

しました。この承認は、新型コロナウイルスが新たな変異株を生み出し続ける中で、公

衆衛生を守るための重要なステップとなります。

技術・臨床詳細

承認されたXFG適応型ワクチンは、最新のSARS-CoV-2変異株に対応するために既存

のmRNAワクチン技術を更新したものです。ファイザーとバイオンテックは、継続的な

ウイルスサーベイランスと臨床データを基に、最も流行する可能性のある系統（「XFG」

と識別される変異株）を標的とするようワクチンの抗原成分を調整しました。これによ

り、ワクチンの有効性が向上し、広範な免疫応答を誘発して、感染症の重症化や伝播を

抑制することが期待されます。規制当局は、安全性データと免疫原性データを慎重に評

価し、既存の承認済みCOVID-19ワクチンの良好な安全性プロファイルがこの適応型ワ

クチンにも引き継がれることを確認しました。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミック以降、ウイルスは絶えず変異を繰り返しており、それに対応す

る形でワクチンの定期的な更新が公衆衛生戦略の要となっています。インフルエンザワ

クチンと同様に、COVID-19ワクチンも毎年、あるいは必要に応じて最新の優勢株に合

わせた改訂版が導入されることが常態化しつつあります。今回のFDA承認は、製薬業界

がこの課題にいかに迅速に対応し、規制当局がいかに柔軟な承認プロセスを構築してい

るかを示しています。この種の季節的なワクチン適応は、未来のパンデミック対応モデ

ルの基礎を築くものとなるでしょう。



今後の展望

このXFG適応型COVID-19ワクチンの導入により、2026-27年シーズンの感染拡大の抑

制と、重症化・死亡率の低減に大きく貢献すると見込まれます。特に脆弱な集団や医療

従事者への接種が推奨され、社会全体の免疫保護レベルの維持が期待されます。今後

も、ウイルスの進化を追跡し、迅速なワクチン更新プロセスを確立することが、

COVID-19との共存戦略において不可欠となります。

元記事: #

収集日: 2026年09月11日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)


